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近
代
日
本
研
究
第
三
十
七
巻
（
二
〇
二
〇
年
度
）

論
説

「
学
徒
出
陣
」
の
入
隊
者
数

―
―
徴
兵
関
係
書
類
分
析
を
中
心
に
―
―

田

中

温

子

は
じ
め
に

本
稿
は
一
九
四
三
年
一
二
月
に
陸
海
軍
に
入
隊
し
た
最
狭
義
の
学
徒
出
陣
の
出
陣
総
数
を
、「
昭
和
十
八
年
臨
時
徴
兵
検
査
」

（
以
下
、
十
八
臨
徴
）
に
関
す
る
徴
兵
関
係
書
類
を
中
心
に
、
海
軍
省
の
公
文
書
、
陸
海
軍
人
の
私
文
書
、
大
学
関
係
資
料
等
で

補
い
な
が
ら
分
析
し
、
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
四
三
年
秋
、
学
徒
出
陣
に
関
す
る
三
種
類
の
法
令
が
施
行
さ
れ
た
。
在
学
中
の
徴
集
延
期
を
停
止
す
る
在
学
徴
集
延
期
臨

時
特
例
（
一
九
四
三
年
勅
令
第
七
五
五
号
）、
現
に
徴
集
延
期
中
の
学
徒
を
徴
集
す
る
「
昭
和
十
八
年
臨
時
徴
兵
検
査
規
則
」（
同
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陸
軍
省
令
第
四
〇
号
）、
修
学
継
続
の
た
め
の
入
営
（
召
集
）
延
期
（
以
下
、
入
営
延
期
）
制
の
新
設
に
関
す
る
諸
（
1
）

法
令
で
あ
る
。

徴
集
に
は
広
狭
の
二
義
が
あ
り
、
広
義
に
は
強
制
的
に
現
役
又
は
補
充
兵
役
に
就
か
せ
る
行
政
作
用
、
つ
ま
り
、
徴
兵
検
査
出
頭

命
令
か
ら
現
役
又
は
補
充
兵
役
編
入
の
行
政
処
分
ま
で
を
い
い
、
狭
義
に
は
現
役
又
は
補
充
兵
役
編
入
の
行
政
処
分
を
（
2
）

い
う
。
通

常
、
徴
兵
適
齢
に
達
す
る
と
徴
兵
検
査
を
受
検
し
、
現
役
・
第
一
補
充
兵
役
・
第
二
補
充
兵
役
へ
の
編
入
、
徴
集
免
除
、
兵
役
免

除
と
い
う
形
で
徴
否
の
決
定
が
行
わ
れ
（
3
）

（
法
三
二
〜
三
七
条
）、
現
役
兵
は
在
営
し
（
法
五
条
）、
補
充
兵
や
国
民
兵
は
必
要
に
応

じ
て
召
集
さ
れ
た
（
法
五
（
4
）

四
条
）。
学
徒
は
徴
兵
適
齢
に
達
し
て
も
「
文
教
の
（
5
）

振
興
」
の
た
め
、
徴
集
延
期
、
す
な
わ
ち
徴
兵
検

査
受
検
の
延
期
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
（
法
四
一
条
）、
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例
に
よ
っ
て
停
止
さ
れ
た
。
一
方
で
、
入
営
延

期
制
の
新
設
に
よ
っ
て
、
特
定
の
学
校
、
学
部
、
学
科
に
在
学
す
る
者
は
、
徴
兵
検
査
受
検
後
も
入
営
の
延
期
が
認
め
ら
れ
た
。

学
徒
出
陣
と
は
、
狭
義
に
は
在
学
徴
集
延
期
制
の
停
止
と
入
営
延
期
制
の
新
設
と
い
う
状
況
下
で
、
学
徒
が
学
籍
を
有
し
た
ま
ま

入
営
し
た
事
象
を
（
6
）

い
い
、
徴
兵
適
齢
、
徴
集
方
法
、
入
営
方
法
、
入
営
延
期
の
対
象
と
期
間
を
変
え
な
が
ら
終
戦
ま
で
続
（
7
）

い
た
。

最
狭
義
に
は
十
八
臨
徴
を
経
て
、
一
九
四
三
年
一
二
月
に
学
徒
が
一
斉
に
入
営
し
た
事
象
を
い
う
。
十
八
臨
徴
は
、
一
九
四
三
年

一
一
月
三
〇
日
時
点
で
満
二
〇
歳
以
上
の
者
（
法
二
三
条
）、
す
な
わ
ち
一
九
二
三
年
一
二
月
一
日
以
前
の
出
生
者
が
受
検
し
た

が
、
こ
の
う
ち
、
理
工
医
系
、
農
学
系
の
一
部
、
教
員
養
成
の
た
め
の
学
校
等
に
在
学
す
る
者
は
入
営
延
期
対
象
と
な
っ
た
た

め
、
主
た
る
入
営
者
は
文
系
学
徒
で
あ
り
、
一
律
に
徴
兵
と
し
て
入
営
し
た
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

学
徒
出
陣
の
入
営
者
数
に
関
す
る
一
次
史
料
は
、
長
ら
く
不
明
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、「
全
国
又
ハ
各
徴
兵
区
ニ
於
ケ
ル

毎
年
ノ
現
役
兵
若
ハ
第
一
補
充
兵
ノ
徴
集
人
員
数
」
が
一
九
三
九
年
一
二
月
の
軍
機
保
護
法
施
行
規
則
改
正
（
一
九
三
九
年
陸
軍

省
令
第
五
九
号
）
で
軍
機
保
護
法
（
一
九
三
七
年
法
律
第
七
二
号
）
適
用
対
象
の
「
軍
事
上
ノ
秘
密
」
に
な
っ
た
こ
と
が
影
響
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
陸
海
軍
は
そ
れ
ぞ
れ
機
秘
密
書
類
取
扱
の
規
程
を
定
め
、
定
義
上
、
軍
機
保
護
法
適
用
対
象
と
な
る
書
類
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を
、
陸
軍
で
は
陸
軍
秘
密
書
類
（
軍
事
機
密
書
類
、
軍
事
極
秘
書
類
、
軍
事
秘
密
書
類
）、
海
軍
で
は
軍
機
書
類
、
軍
極
秘
書
類

の
い
ず
れ
か
に
区
分
し
て
調
製
（
8
）

し
た
。
終
戦
前
後
の
公
文
書
等
焼
却
に
つ
い
て
、
加
藤
聖
文
は
、
中
央
省
庁
で
の
焼
却
対
象
は
軍

機
保
護
法
、
軍
機
資
源
保
護
法
、
軍
用
資
源
保
護
法
、
国
家
総
動
員
法
、
国
防
保
安
法
を
根
拠
と
す
る
法
定
の
機
密
文
書
が
中
心

で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
（
9
）

い
る
。
ま
た
、
長
谷
川
優
也
は
、
陸
軍
の
焼
却
対
象
は
陸
軍
秘
密
書
類
取
扱
規
則
に
定
め
ら
れ
た
陸
軍
秘

密
書
類
及
び
同
規
則
を
準
用
す
る
重
要
書
類
で
あ
り
、
同
則
及
び
臨
時
規
程
に
よ
っ
て
、
危
急
の
際
に
所
管
長
官
又
は
各
級
保
管

者
の
判
断
で
陸
軍
秘
密
書
類
を
焼
却
、
保
存
で
き
る
態
勢
が
整
え
ら
れ
、
終
戦
時
は
そ
の
延
長
で
焼
却
や
保
存
が
行
わ
れ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
（
10
）

し
た
。
つ
ま
り
、
徴
集
人
員
に
関
す
る
書
類
は
、
軍
機
保
護
法
対
象
と
い
う
意
味
で
も
、
陸
軍
秘
密
書
類
と
い
う
意

味
で
も
、
終
戦
前
後
に
焼
却
対
象
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
陸
軍
で
は
「
機
秘
密
書
類
ノ
ミ
ノ
焼
却
ハ
徹
底
（
11
）

セ
ズ
」
と
い
う
状
況

で
、
兵
役
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
し
た
兵
務
局
兵
（
12
）

備
課
の
決
裁
文
書
を
含
む
一
九
四
三
年
以
降
の
公
文
書
を
編
綴
し
た
大
日
記
類

も
焼
却
さ
れ
、
海
軍
で
は
機
秘
密
書
類
、
一
九
三
八
年
以
降
の
普
通
扱
い
公
文
書
を
編
綴
し
た
公
文
備
考
類
が
焼
却
さ
れ
た
。
ま

た
、
残
存
分
も
連
合
国
に
接
収
さ
れ
、
公
文
書
の
大
部
は
返
還
さ
れ
た
が
、
図
書
を
中
心
に
未
返
還
と
な
っ
て
い
る
も
の
も

（
13
）

あ
る
。

こ
の
た
め
最
狭
義
の
学
徒
出
陣
の
入
営
者
数
は
、
主
に
三
種
類
の
方
法
で
提
示
さ
れ
て
き
た
。
第
一
に
、
軍
関
係
者
に
よ
る
提

示
で
根
拠
の
明
示
が
な
い
。
第
一
期
兵
科
予
備
学
生
出
身
の
蝦
名
賢
造
は
、『
海
軍
予
備
学
生
』
で
入
隊
者
数
と
し
て
陸
軍
八
〇
、

九
三
一
人
、
海
軍
一
七
、九
〇
七
人
、
計
九
八
、八
三
八
人
と
い
う
数
字
を
挙
（
14
）

げ
た
。
し
か
し
、
こ
の
数
字
は
陸
海
軍
比
と
総
数
の

点
で
疑
問
視
さ
（
15
）

れ
た
。
ま
た
、
兵
備
課
、
参
謀
本
部
第
三
課
（
編
制
動
員
課
）
の
元
課
員
で
戦
後
に
戦
史
編
纂
官
を
務
め
た
松
木

秀
満
は
、
太
平
洋
戦
争
期
の
兵
備
に
関
す
る
原
稿
「
陸
軍
兵
備
（
後
編
）
其
二
」
で
「
学
徒
九
・
六
万
の
徴
集
を
発
令
し
（
昭
和

一
八
年
・
一
〇
（
16
）

・
一
）」
と
記
し
た
。
本
原
稿
に
（
17
）

依
拠
し
た
『
戦
史
叢
書
』
に
は
、「
本
令
〔
筆
者
注：

在
学
徴
集
延
期
臨
時
特

「学徒出陣」の入隊者数
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例
〕
に
よ
り
徴
集
さ
れ
る
学
徒
は
約
九
・
六
万
と
見
積
も
ら
（
18
）

れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
九
・
六
万
人
の
意
味
を
め
ぐ

り
、
蝦
名
が
提
示
し
た
入
隊
者
数
と
も
似
通
っ
た
た
め
、
受
検
者
数
、
現
役
兵
数
、
現
役
兵
と
補
充
兵
の
和
、
入
営
者
数
な
ど

様
々
な
解
釈
の
余
地
を
与
え
た
。

第
二
に
、
在
学
者
数
と
学
校
種
別
平
均
入
隊
率
に
基
づ
く
推
計
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
九
四
三
年
四
月
現
在
調
査
の
『
文
部
省
第

七
十
一
年
報
』
を
中
心
に
一
九
四
三
年
一
〇
月
現
在
の
入
営
対
象
学
部
学
科
の
在
学
者
数
を
求
め
、
次
い
で
、
大
学
関
係
資
料
や

実
態
調
査
等
で
在
学
者
数
と
入
隊
者
数
が
判
明
し
た
学
校
か
ら
学
校
種
別
の
平
均
入
隊
率
を
算
出
し
、
最
後
に
、
学
校
種
別
の
入

営
対
象
在
学
者
数
に
学
校
種
別
の
平
均
入
隊
率
を
乗
じ
て
、
そ
の
和
を
入
隊
者
数
と
す
る
。
蜷
川
寿
恵
が
こ
の
方
法
で
推
計
を
行

い
、
総
数
を
約
四
・
九
万
人
と
（
19
）

し
た
。
そ
の
後
、
各
学
校
で
実
態
調
査
が
進
ん
だ
た
め
、
西
山
伸
が
こ
れ
ら
の
成
果
を
取
り
入
れ

て
在
学
者
数
や
平
均
入
隊
率
を
再
計
算
し
、
入
営
延
期
期
間
を
越
え
た
者
や
文
部
省
所
管
外
の
学
校
か
ら
の
入
隊
者
数
を
含
め
て

約
四
・
七
万
人
と
推
計
（
20
）

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
推
計
方
法
は
、
西
山
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
文
部
省
第
七
十
一
年
報
』
そ

の
も
の
が
編
集
資
料
の
不
備
や
一
部
の
調
査
を
欠
い
た
状
況
下
で
「
と
り
あ
え
ず
仮
刷
と
（
21
）

し
て
」
一
九
五
二
年
に
刊
行
さ
れ
も
の

で
あ
り
、
学
籍
簿
・
学
籍
カ
ー
ド
な
ど
の
戦
時
期
の
大
学
関
係
資
料
も
大
学
や
学
部
ご
と
に
保
存
状
況
が
異
（
22
）

な
る
な
ど
、
依
拠
す

る
史
料
が
万
全
で
は
な
い
。
ま
た
、
入
隊
率
が
判
明
し
て
い
る
学
校
が
少
数
の
た
め
、
学
校
種
別
の
平
均
入
隊
率
も
推
計
値
に
な

る
と
い
う
限
界
が
（
23
）

あ
る
。

第
三
に
、
銓
衡
試
験
合
格
者
数
に
基
づ
く
推
計
で
あ
る
。
学
徒
は
徴
兵
と
し
て
入
営
し
た
が
、
軍
の
初
級
幹
部
要
員
の
た
め
、

入
営
後
に
銓
衡
試
験
を
受
け
た
。
蜷
川
は
、
自
ら
が
算
出
し
た
海
軍
入
隊
者
の
推
計
値
を
検
証
す
る
際
、
海
軍
予
備
学
生
・
生
徒

と
海
軍
主
計
科
見
習
尉
官
の
採
用
者
数
を
入
隊
者
数
の
七
割
と
推
定
し
、
総
採
用
者
数
一
〇
、五
三
八
名
か
ら
入
隊
者
数
の
目
安

を
一
五
、〇
五
四
人
と
（
24
）

し
た
。
ま
た
、
陸
軍
学
徒
兵
の
資
料
編
纂
委
員
会
は
、
陸
軍
甲
種
幹
部
候
補
生
の
採
用
に
関
す
る
陸
軍
大
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臣
の
達
を
中
心
に
、
幾
つ
か
の
前
提
を
設
け
、
仮
説
ご
と
に
種
々
多
数
の
数
値
が
算
出
さ
れ
る
と
し
た
う
え
で
、
陸
軍
に
入
営
応

召
し
た
総
数
の
推
計
値
を
五
〇
、〇
四
一
人
か
ら
七
七
、二
五
一
人
ま
で
、
四
つ
提
示
（
25
）

し
た
。
こ
の
推
計
方
法
は
、
銓
衡
試
験
受
験

者
が
学
徒
中
心
で
、
採
用
者
数
が
概
ね
判
明
し
て
い
る
海
軍
で
は
有
効
な
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
陸
軍
で
は
、
一
九
四

三
年
五
月
一
日
か
ら
一
一
月
三
〇
日
ま
で
の
入
営
者
と
学
徒
が
銓
衡
試
験
を
受
け
、
合
格
者
は
甲
種
又
は
乙
種
幹
部
候
補
生
、
陸

軍
特
別
操
縦
見
習
士
官
に
採
用
さ
れ
た
が
、
学
徒
以
外
の
入
営
者
数
や
乙
種
幹
部
候
補
生
採
用
者
数
も
仮
定
に
基
づ
く
推
計
値
の

た
め
、
精
度
が
落
ち
る
。

本
稿
で
は
陸
海
軍
（
26
）

史
料
に
基
づ
い
て
入
営
者
数
を
提
示
す
る
。
陸
海
軍
史
料
を
所
蔵
す
る
機
関
の
う
ち
、
国
立
公
文
書
館
と
防

衛
省
防
衛
研
究
所
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
近
年
、
所
蔵
資
料
目
録
や
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
閲
覧
室
内
の
情
報
検
索
端
末
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
提
供
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
（
27
）

い
る
。
陸
海
軍
史
料
の
検
索
・
閲
覧
環
境
が
向
上
し
た
結
果
、「
陸
軍
秘

密
書
類
取
扱
規
則
ニ
依
ラ
サ
ル
陸
軍
秘
密
（
28
）

文
書
」
と
い
う
区
分
で
作
成
さ
れ
た
公
文
書
、
関
係
者
が
秘
匿
し
た
公
文
書
、
返
還
文

書
、
戦
後
に
収
集
し
た
陸
海
軍
人
の
私
文
書
な
ど
に
、
十
八
臨
徴
に
関
す
る
各
種
数
字
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
文
書
の
作
成
時
期
、
目
的
、
書
き
手
の
関
心
等
に
よ
っ
て
記
載
項
目
や
数
字
が
異
な
り
、
ま
た
、

記
載
さ
れ
た
入
営
者
数
は
各
学
校
の
実
態
調
査
等
に
基
づ
く
推
計
値
と
大
き
く
乖
離
す
る
。
こ
の
た
め
、
十
八
臨
徴
に
関
す
る
断

片
的
で
時
に
矛
盾
す
る
一
次
史
料
が
複
数
現
存
す
る
な
か
で
、
記
載
さ
れ
た
数
字
を
ど
う
評
価
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
以
下
の
手
順
で
入
営
者
数
を
検
討
す
る
。
第
一
章
で
は
、
兵
役
法
下
で
調
製
さ
れ
た
徴
兵
関
係
書
類
を
根

拠
規
定
か
ら
整
理
す
る
。
第
二
章
で
は
、
徴
兵
関
係
書
類
に
加
え
、
海
軍
省
の
公
文
書
、
陸
海
軍
人
の
私
文
書
を
用
い
て
入
営
者

数
を
提
示
す
る
。
十
八
臨
徴
の
各
種
数
字
は
断
片
的
だ
が
、
文
書
の
作
成
時
期
か
ら
見
積
数
、
速
報
値
、
暫
定
値
、
確
定
値
に
分

け
ら
れ
る
。
ま
た
、
記
載
項
目
も
、
受
検
者
数
、
現
役
兵
数
、
第
二
補
充
兵
数
、
入
営
者
数
、
入
営
延
期
者
数
な
ど
主
要
項
目
と

「学徒出陣」の入隊者数
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さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
一
部
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
徴
兵
関
係
書
類
の
一
つ
で
あ
る
「
全
国
徴
兵
事
務
状
況
」

上
の
数
字
を
確
定
値
に
位
置
付
け
る
が
、
記
載
項
目
は
受
検
者
数
と
現
役
兵
数
の
た
め
入
営
者
数
は
判
明
し
な
い
。
し
か
し
、
見

積
数
、
速
報
値
、
暫
定
値
に
は
入
営
者
数
又
は
入
営
延
期
者
数
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
各
段
階
の
各
項
目
の
数
字
を
可
能

な
限
り
復
元
し
、
現
役
兵
数
な
ど
の
共
通
項
目
の
比
較
を
通
じ
て
確
定
値
と
、
見
積
数
、
速
報
値
、
暫
定
値
の
乖
離
の
程
度
を
明

ら
か
に
し
、
見
積
数
、
速
報
値
、
暫
定
値
と
し
て
の
入
営
者
数
を
評
価
す
る
。
第
三
章
で
は
、
陸
海
軍
史
料
上
の
各
種
数
字
が
、

各
学
校
の
実
績
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
検
証
す
る
。
具
体
的
に
は
、
体
格
等
位
判
定
、
役
種
、
入
営
に
は
相
応
の
関
係
が

あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
十
八
臨
徴
の
体
格
等
位
判
定
が
分
か
る
個
別
大
学
を
取
り
上
げ
、
受
検
者
数
を
分
母
と
し
た
体
格
等
位
比

率
、
役
種
率
等
が
陸
海
軍
史
料
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
分
析
す
る
。

一

兵
役
法
下
の
徴
兵
関
係
書
類

ま
ず
、
徴
兵
事
務
の
概
要
を
述
べ
る
。
全
国
の
徴
兵
事
務
は
陸
軍
大
臣
と
内
務
大
臣
が
統
括
し
（
令
四
七
条
）、「
毎
年
徴
集
ス

ベ
キ
現
役
兵
及
第
一
補
充
兵
ノ
員
数
」
は
、
陸
軍
大
臣
が
上
裁
を
経
て
各
師
管
に
配
布
し
、
さ
ら
に
、
師
団
長
は
各
連
隊
区
に
、

連
隊
区
司
令
官
は
各
徴
募
区
に
配
布
し
た
（
令
五
九
〜
六
〇
条
）。
配
布
と
は
、
中
央
で
定
め
た
必
要
数
を
各
地
に
割
り
当
て
る

配
当
賦
課
を
意
味
し
、
一
般
徴
兵
検
査
に
お
け
る
徴
集
の
地
域
的
公
平
を
担
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
（
29
）

た
が
、
海
軍
兵
数
は
臨
時

徴
兵
検
査
で
も
配
布
し
た
。
各
徴
募
区
で
は
配
布
員
数
を
確
実
に
充
足
で
き
る
よ
う
、
現
役
兵
及
び
第
一
補
充
兵
を
徴
集
し
た

（
令
七
四
条
）。
ま
た
、
徴
兵
事
務
終
了
後
、
連
隊
区
司
令
官
は
師
団
長
に
、
師
団
長
は
陸
軍
大
臣
に
管
内
の
徴
兵
事
務
の
状
況
を

報
告
し
、
陸
軍
大
臣
は
全
国
の
徴
兵
事
務
の
状
況
を
上
奏
し
た
（
令
一
四
（
30
）

五
条
）。
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徴
集
人
員
に
関
す
る
徴
兵
関
係
書
類
は
、
徴
兵
検
査
実
施
前
に
調
製
す
る
「
徴
集
現
役
兵
及
第
一
補
充
兵
配
布
表
」（
以
下
、

「
配
布
表
」）
と
、
徴
兵
事
務
終
了
後
に
調
製
す
る
報
告
書
類
に
大
別
さ
れ
た
。「
配
布
表
」
は
、
兵
種
別
の
必
要
数
を
ど
の
師
管

に
ど
れ
だ
け
配
布
す
る
か
を
ま
と
め
た
「
配
布
員
数
区
分
表
」
や
、
配
属
先
を
ま
と
め
た
「
各
隊
配
当
人
員
区
分
表
」
な
ど
で
構

成
さ
れ
、
陸
海
軍
別
で
あ
る
。
一
九
四
四
年
以
降
、
必
要
数
を
徴
集
す
る
方
法
か
ら
適
格
者
全
員
を
徴
集
す
る
方
法
に
変
更
し
た

た
め
、
陸
軍
兵
の
配
布
は
行
わ
れ
ず
、
実
数
表
記
の
「
配
布
表
」
は
、
比
率
表
記
を
含
む
「
徴
集
区
分
表
」
に
変
わ
（
31
）

っ
た
。「
配

布
表
」
は
欠
落
す
る
年
も
あ
る
が
、
一
九
〇
九
年
か
ら
一
九
三
九
年
ま
で
は
大
日
記
類
に
所
収
さ
れ
、『
戦
史
叢
書
』
で
も
活
用

さ
れ
て
（
32
）

い
る
。
こ
の
他
、
一
九
三
九
年
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で
の
「
配
布
表
」
と
一
九
四
四
年
、
四
五
年
の
「
徴
集
区
分
表
」
が

別
に
現
存
し
、
使
用
者
の
苗
字
や
受
領
印
か
ら
兵
備
課
が
使
用
、
保
管
し
て
い
た
と
考
え
ら
（
33
）

れ
る
。
一
連
番
号
付
き
で
「
軍
事
極

秘
」
と
標
記
さ
れ
、
終
戦
時
の
焼
却
対
象
で
あ
っ
た
が
、
関
係
者
の
判
断
で
焼
却
を
免
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

師
団
長
、
連
隊
区
司
令
官
等
の
徴
兵
官
が
調
製
す
る
報
告
書
類
は
、
徴
兵
事
務
報
告
規
程
（
一
九
二
八
年
陸
普
第
一
五
四
（
34
）

五
号
）

に
定
め
る
徴
兵
事
務
報
告
書
と
徴
兵
事
務
報
告
諸
表
に
大
別
さ
れ
た
。
報
告
書
に
は
、
徴
兵
官
の
執
務
状
況
や
壮
丁
の
兵
役
義
務

心
、
体
格
の
良
否
、
学
力
の
状
況
等
の
記
載
が
求
め
ら
れ
た
。
ま
た
諸
表
に
は
、
徴
集
人
員
を
現
役
兵
・
第
一
補
充
兵
別
、
兵
種

別
に
集
計
し
た
「
徴
集
人
員
表
」、
徴
集
人
員
、
徴
集
延
期
人
員
、
徴
集
免
除
人
員
、
兵
役
免
除
人
員
な
ど
徴
兵
事
務
全
体
の
実

績
を
集
計
し
た
「
徴
兵
表
」、
身
長
、
体
重
、
体
格
等
位
、
教
育
程
度
等
の
各
種
統
計
表
が
あ
っ
た
。
陸
軍
省
は
徴
兵
官
か
ら
提

出
さ
れ
た
報
告
書
類
を
用
い
て
、「
全
国
徴
集
人
員
表
」、「
全
国
徴
兵
表
」、
統
計
書
で
あ
る
『
徴
兵
事
務
摘
要
』
を
調
製
し
、
一

九
二
八
年
分
ま
で
は
こ
の
三
種
の
徴
兵
関
係
書
類
を
陸
軍
大
臣
が
上
奏
し
た
。
ま
た
、
内
務
大
臣
に
「
全
国
徴
兵
表
」
を
、
海
軍

大
臣
に
「
全
国
徴
集
人
員
表
」
の
海
軍
の
部
を
、
内
閣
総
理
大
臣
、
各
省
大
臣
等
に
『
徴
兵
事
務
摘
要
』
を
送
付
（
35
）

し
た
。
徴
兵
事

務
全
体
の
最
終
実
績
で
あ
る
「
全
国
徴
兵
表
」
と
徴
集
人
員
に
特
化
し
た
「
全
国
徴
集
人
員
表
」
は
一
九
二
七
年
分
ま
で
、
徴
集

「学徒出陣」の入隊者数
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人
員
を
記
載
し
な
い
『
徴
兵
事
務
摘
要
』
は
、
一
部
欠
落
す
る
が
一
九
四
二
年
臨
時
徴
兵
検
査
ま
で
確
認
で
（
36
）

き
る
。

一
九
二
九
年
以
降
の
徴
兵
事
務
に
関
す
る
上
奏
書
類
は
、
三
種
類
の
徴
兵
関
係
書
類
か
ら
重
要
事
項
を
摘
出
し
た
「
全
国
徴
兵

概
況
」
又
は
「
全
国
徴
兵
事
務
状
況
」（
以
下
、「
徴
兵
事
務
状
況
」）
と
い
う
概
要
文
書
に
変
更
さ
れ
、
同
じ
も
の
が
内
閣
総
理
大

臣
に
も
送
付
さ
（
37
）

れ
た
。「
徴
兵
事
務
状
況
」
に
は
陸
海
軍
別
の
現
役
兵
、
第
一
補
充
兵
の
配
布
員
数
又
は
徴
集
（
38
）

人
員
、
平
均
身
長
、

平
均
体
重
や
、
一
般
徴
兵
検
査
の
場
合
は
壮
丁
数
と
壮
丁
の
教
育
程
度
が
、
臨
時
徴
兵
検
査
の
場
合
は
受
検
者
数
と
そ
の
学
歴
別

内
訳
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
第
二
補
充
兵
以
下
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
、
上
裁
対
象
が
現
役
兵
数
と
第
一
補
充
兵
数
の
み
だ
か

ら
で
あ
ろ
う
。「
徴
兵
事
務
状
況
」
は
「
秘
」
と
標
記
さ
れ
、
兵
備
課
が
起
案
し
た
決
裁
文
書
は
「
大
日
記
甲
輯
」
又
は
「
密
大

日
記
」
に
編
綴
さ
れ
、
他
方
、
内
閣
送
付
分
は
「
公
文
雑
纂
」
又
は
「
採
余
公
文
」
に
編
綴
さ
れ
た
。
戦
後
の
接
収
、
返
還
を
経

て
、
一
部
欠
落
は
あ
（
39
）

る
が
、
現
在
は
基
本
的
に
、
兵
備
課
決
裁
文
書
を
防
衛
研
究
所
が
、
内
閣
送
付
分
を
国
立
公
文
書
館
が
所
蔵

す
る
。
戦
時
期
の
陸
軍
現
役
兵
数
は
、
戦
後
に
編
纂
さ
れ
た
「
支
那
事
変
大
東
亜
戦
争
間
動
員
概
史
」
上
の
推
計
値
が
長
く
用
い

ら
れ
て
き
（
40
）

た
が
、
戦
後
五
〇
年
以
上
を
経
て
、
加
藤
陽
子
が
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
「
徴
兵
事
務
状
況
」
を
用
い
て
推
計
値
の
一

部
を
実
績
値
に
更
新
（
41
）

し
た
。
た
だ
し
、
一
九
四
三
年
の
一
般
及
び
臨
時
徴
兵
検
査
の
「
徴
兵
事
務
状
況
」
を
含
む
「
公
文
雑
纂

昭
和
十
九
年

第
六
十
六
巻

陸
軍
省
一
」
は
、
一
九
四
六
年
一
月
五
日
に
内
閣
か
ら
接
収
さ
れ
た
後
、
一
九
五
八
年
四
月
一
〇

日
に
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
に
返
還
さ
れ
、「
陸
軍
一
般
史
料
」
群
の
「
陸
軍
省
公
文
雑
纂

昭
和
一
九
年
」
と
し
て
登
録

さ
れ
た
（
42
）

た
め
、
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
。

こ
の
他
、
兵
備
課
が
調
製
し
た
徴
兵
検
査
に
関
す
る
公
文
書
と
し
て
「
支
那
事
変
業
務
詳
報
」
と
「
大
東
亜
戦
争
業
務
詳
報
」

（
以
下
、「
業
務
詳
報
」）
が
現
存
す
る
。
以
下
、
後
者
の
調
製
要
領
か
ら
目
的
や
記
載
方
針
を
確
認
（
43
）

す
る
。「
業
務
詳
報
」
は
、
陸

軍
省
官
房
及
び
各
局
課
が
「
大
東
亜
戦
争
ニ
関
シ
官
房
及
ビ
各
局
課
（
部
）
管
掌
業
務
取
扱
ノ
実
況
ヲ
記
録
シ
以
テ
本
戦
争
ニ
関
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ス
ル
軍
政
上
ノ
必
要
事
項
ヲ
収
集
シ
政
史
編
纂
ノ
資
ト
ス
ル
」
た
め
主
管
す
る
業
務
に
つ
い
て
調
製
し
た
も
の
で
あ
る
。「
処
理

事
項
ハ
成
ル
可
ク
業
務
詳
報
ノ
ミ
ヲ
以
テ
了
解
シ
得
ル
如
ク
内
容
ノ
全
部
ヲ
記
載
」、「
政
史
編
纂
ノ
趣
旨
ニ
鑑
ミ
将
来
ニ
於
ケ
ル

軍
事
上
ノ
参
考
ト
ナ
ル
ベ
キ
事
項
ハ
極
秘
事
項
ト
雖
モ
其
全
部
ヲ
包
含
シ
業
務
詳
報
ニ
記
載
」
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。「
徴
兵
事

務
状
況
」
は
二
、
三
頁
の
概
要
文
書
だ
が
、「
業
務
詳
報
」
は
「
詳
報
」
と
い
う
名
が
示
す
通
り
、
根
拠
と
な
る
法
令
や
文
書
を

記
載
す
る
な
ど
、
は
る
か
に
多
く
の
情
報
を
含
ん
で
い
る
。
現
存
す
る
「
業
務
詳
報
」
は
、
一
九
三
七
年
七
月
か
ら
一
九
四
三
年

一
二
月
（
44
）

ま
で
、
暦
年
別
、
服
役
関
係
事
項
・
補
充
関
係
事
項
別
に
調
製
さ
れ
、
い
ず
れ
も
軍
機
保
護
法
対
象
外
の
区
分
と
な
っ
て

（
45
）

い
る
。
一
九
三
八
年
以
降
の
服
役
関
係
事
項
で
は
、
そ
の
年
に
実
施
し
た
徴
兵
検
査
に
言
及
し
、
十
八
臨
徴
も
含
む
。「
徴
兵
事

務
状
況
」
と
「
業
務
詳
報
」
の
現
役
兵
数
、
第
一
補
充
兵
数
は
一
般
徴
兵
検
査
の
場
合
、
前
者
の
配
布
員
数
と
後
者
の
徴
集
人
員

が
一
致
（
46
）

す
る
。
し
か
し
臨
時
徴
兵
検
査
の
場
合
、
前
者
の
「
徴
集
シ
タ
ル
兵
員
」
と
後
者
の
徴
集
人
員
が
一
致
し
な
い
。
海
軍
兵

の
不
一
致
は
後
者
が
配
布
員
数
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
が
、
陸
軍
兵
の
不
一
致
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

次
に
、
海
軍
が
調
製
し
た
徴
兵
に
関
す
る
書
類
を
確
認
す
る
。
海
軍
軍
人
の
補
充
、
任
免
、
徴
募
等
の
事
務
は
海
軍
省
人
事
局

が
所
掌
し
た
。「
海
軍
ニ
徴
集
ス
ル
兵
員
ノ
数
ハ
海
軍
大
臣
之
ヲ
陸
軍
大
臣
ニ
移
ス
」（
令
五
九
条
二
項
）
と
定
め
ら
れ
、
実
務
上

は
、
陸
軍
省
か
ら
の
照
会
に
海
軍
省
が
必
要
数
を
回
答
す
る
形
で
決
定
（
47
）

し
た
。
こ
れ
ら
往
復
文
書
は
、
陸
軍
省
か
ら
送
付
さ
れ
た

「
配
布
表
」
の
海
軍
の
部
を
含
め
て
「
公
文
備
考
」
に
編
綴
さ
れ
、
一
九
三
三
年
分
ま
で
が
確
認
で
（
48
）

き
る
。
ま
た
、
人
事
局
は

『
海
軍
徴
兵
摘
要
』
と
い
う
統
計
書
を
刊
行
し
た
。『
官
庁
刊
行
図
書
目
録
』（
の
ち
『
官
庁
刊
行
図
書
月
報
』
に
改
題
）
上
、
一

九
一
九
年
版
か
ら
一
九
三
四
年
版
ま
で
の
刊
行
は
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
後
は
不
明
で
（
49
）

あ
る
。『
海
軍
徴
兵
摘
要
』
に
は
、
入
営

者
数
、
即
日
帰
郷
者
数
な
ど
『
徴
兵
事
務
摘
要
』
に
掲
載
し
て
い
な
い
統
計
や
、
海
軍
志
願
兵
に
志
願
し
不
採
用
だ
っ
た
者
、
職

歴
を
考
慮
し
た
入
営
後
の
兵
種
変
更
者
な
ど
海
軍
な
ら
で
は
の
統
計
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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終
戦
時
に
人
事
局
が
保
管
し
て
い
た
書
類
に
つ
い
て
、
人
事
局
員
と
し
て
終
戦
を
迎
え
、
戦
後
に
防
衛
研
修
所
戦
史
室
調
査
員

も
務
め
た
末
国
正
雄
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
（
50
）

い
る
。

八
月
一
五
日
終
戦
と
な
り
、
重
要
書
類
は
焼
却
せ
よ
と
の
指
令
が
あ
り
ま
し
た
。
横
浜
の
三
渓
園
に
疎
開
し
て
い
た
書
類

は
、
数
日
を
掛
け
て
焼
却
し
ま
し
た
が
、
日
吉
に
あ
っ
た
物
は
焼
却
せ
ず
、
進
駐
軍
が
接
収
し
に
来
た
と
き
に
は
、
何
時
で

も
焼
却
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
復
員
事
務
や
徴
傭
船
舶
人
員
の
残
務
整
理
、
恩
給
審
査
に
大
い
に
役
立
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
人
事
局
保
管
書
類
の
一
部
は
関
係
者
の
判
断
で
保
存
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
海
軍
軍
人
に
関
す
る
統
計
資

料
と
し
て
、
戦
時
補
充
を
担
当
し
た
第
一
課
別
室
（
の
ち
第
三
課
に
改
編
）
が
調
製
し
た
二
種
類
の
書
類
が
知
ら
れ
て
い
る
。
一

つ
目
は
、「
各
種
人
員
統
計
表
」
で
毎
年
の
更
新
と
永
久
保
存
を
前
提
と
し
た
一
七
種
類
の
統
計
表
か
ら
成
り
、
一
九
四
四
年
二

月
に
調
製
さ
れ
、
一
連
番
号
付
き
で
「
軍
極
秘
」
と
表
記
さ
れ
て
（
51
）

い
る
。
二
つ
目
は
、「
採
用
（
任
用
）
員
数
一
覧
表
」
で
、
第

三
課
が
「
各
種
人
員
統
計
表
」
を
も
と
に
一
九
四
四
年
四
月
一
日
付
で
調
製
し
、
さ
ら
に
、
一
九
四
四
年
の
実
績
と
一
九
四
五
年

の
計
画
数
を
追
記
し
て
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
付
で
更
新
（
52
）

し
た
。

「
各
種
人
員
統
計
表
」
に
は
、
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で
を
対
象
と
し
た
「
海
軍
徴
兵
徴
集
員
数
調
」
が
あ
る
が
、

「
徴
兵
事
務
状
況
」
の
配
布
員
数
と
は
一
致
し
な
い
。
こ
れ
は
、
少
な
く
と
も
一
九
三
九
年
ま
で
は
配
布
員
数
で
は
な
く
入
営
者

数
を
記
載
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九
三
六
年
ま
で
と
一
九
三
九
年
は
、『
徴
兵
事
務
（
53
）

摘
要
』、『
海
軍
徴
兵
摘
要
』、「
海
軍
省

年
報
（
極
秘
）」、「
海
軍
省
統
計
年
報
（
54
）

（
秘
）」
に
よ
っ
て
、
徴
集
年
次
別
の
一
般
徴
兵
の
配
布
員
数
と
入
営
者
数
、
徴
兵
適
齢
未
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満
現
役
志
願
（
令
七
条
）
採
用
者
数
と
い
う
三
種
類
の
数
字
が
判
明
す
る
。
そ
の
結
果
、
一
般
徴
兵
の
配
布
員
数
が
「
徴
兵
事
務

状
況
」
の
配
布
員
数
と
一
致
す
る
こ
と
、「
海
軍
徴
兵
徴
集
員
数
調
」
の
数
字
が
一
般
徴
兵
の
入
営
者
数
と
適
齢
未
満
現
役
志
願

採
用
者
数
の
和
で
あ
る
こ
と
を
確
認
（
55
）

し
た
。
こ
の
ほ
か
、「
各
種
人
員
統
計
表
」
の
「
二
年
現
役
士
官
（
見
習
尉
官
）
任
用
（
採

用
）
員
数
調
」、「
海
軍
予
備
学
生
採
用
員
数
調
」、「
海
軍
予
備
生
徒
（
高
等
商
船
学
校
生
徒
ヲ
除
ク
）
採
用
員
数
調
」
の
一
九
四

三
年
欄
に
は
「
内
学
徒
ヨ
リ
」
と
し
て
最
狭
義
の
学
徒
出
陣
に
よ
る
採
用
者
数
が
別
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
徴
兵
関
係
書
類
の
う
ち
兵
役
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
し
た
陸
軍
省
調
製
分
に
は
、
徴
兵
検
査
前
に
調
製
し
た
「
配
布

表
」、
徴
兵
検
査
後
に
徴
兵
事
務
報
告
に
基
づ
い
て
調
製
し
た
「
全
国
徴
兵
表
」、「
全
国
徴
集
人
員
表
」、『
徴
兵
事
務
摘
要
』、
こ

れ
ら
三
種
の
徴
兵
関
係
書
類
か
ら
重
要
事
項
を
摘
出
し
た
上
奏
文
書
「
徴
兵
事
務
状
況
」、
戦
争
政
史
編
纂
の
た
め
に
調
製
し
た

「
業
務
詳
報
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
徴
兵
事
務
全
体
の
実
績
を
示
す
書
類
は
「
全
国
徴
兵
表
」
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
、

「
全
国
徴
集
人
員
表
」、『
徴
兵
事
務
摘
要
』、「
徴
兵
事
務
状
況
」
上
の
数
字
も
最
終
実
績
に
な
る
。
た
だ
し
、
現
役
兵
は
現
役
兵

証
書
が
入
営
命
令
を
兼
ね
る
が
、
補
充
兵
、
国
民
兵
は
必
要
に
応
じ
て
令
状
で
召
集
す
る
た
め
、
補
充
兵
数
や
国
民
兵
数
は
入
営

者
数
を
意
味
せ
ず
、
ま
た
、
十
八
臨
徴
以
降
の
現
役
兵
数
、
補
充
兵
数
、
国
民
兵
数
に
は
入
営
延
期
者
を
含
む
。
他
方
で
、
戦
時

ゆ
え
に
調
製
さ
れ
た
「
業
務
詳
報
」
は
、
根
拠
と
な
る
法
令
や
文
書
を
含
み
、
数
字
中
心
の
他
の
徴
兵
関
係
書
類
に
は
な
い
情
報

を
提
供
す
る
。
十
八
臨
徴
に
関
す
る
徴
兵
関
係
書
類
で
確
認
で
き
る
も
の
は
、「
徴
兵
事
務
状
況
」
と
「
業
務
詳
報
」
で
あ
る
。
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二

陸
海
軍
史
料
上
の
臨
時
徴
兵
検
査

（
1
）
見
積
数

本
章
で
は
、
陸
海
軍
史
料
上
の
十
八
臨
徴
に
関
す
る
各
種
数
字
を
見
積
数
と
実
績
数
に
分
け
て
分
析
す
る
。
徴
兵
関
係
書
類
の

「
徴
兵
事
務
状
況
」
と
「
業
務
詳
報
」
に
加
え
、
海
軍
省
の
公
文
書
と
陸
海
軍
人
の
私
文
書
を
取
り
上
げ
る
。
文
書
の
書
き
手
は
、

陸
軍
関
係
で
は
一
九
四
二
年
一
二
月
一
四
日
に
参
謀
本
部
第
二
課
（
作
戦
課
）
長
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
に
同
第
一
部
長
に
就
任

し
た
真
田
穣
一
郎
、
陸
軍
省
医
務
局
医
事
課
長
の
大
塚
文
郎
（
一
九
四
三
年
九
月
一
三
日
〜
一
九
四
五
年
九
月
在
任
）、
海
軍
関

係
で
は
、
次
官
の
沢
本
頼
雄
（
一
九
四
一
年
四
月
四
日
〜
一
九
四
四
年
七
月
一
七
日
在
任
）、
軍
令
部
第
一
部
長
の
中
沢
佑
（
一

九
四
三
年
六
月
一
五
日
〜
一
九
四
四
年
一
二
月
一
四
日
在
任
）、
海
軍
省
人
事
局
第
一
課
長
の
中
瀬
泝
（
一
九
四
一
年
一
〇
月
一

五
日
〜
一
九
四
三
年
一
一
月
一
八
日
在
任
）
で
あ
る
。【
表
1
】
に
本
章
で
取
り
上
げ
る
陸
海
軍
史
料
を
時
系
列
で
ま
と
め
た
。

十
八
臨
徴
は
一
〇
月
二
五
日
か
ら
一
一
月
五
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
た
め
、
一
〇
月
二
二
日
の
（
56
）

【
5
】
ま
で
を
見
積
数
、
一
一
月
六

日
の
（
57
）

【
6
】
以
降
を
実
績
数
と
す
る
。
実
績
数
は
さ
ら
に
、
局
長
会
報
や
課
長
会
報
な
ど
陸
軍
省
内
会
議
に
お
け
る
関
係
者
の
発

言
メ
モ
を
含
む
大
塚
備
忘
録
上
の
数
字
を
速
報
値
、「
業
務
詳
報
」
上
の
数
字
を
暫
定
値
、「
徴
兵
事
務
状
況
」
上
の
数
字
を
確
定

値
に
位
置
付
け
る
。

分
析
に
先
立
ち
、
体
格
等
位
判
定
、
体
格
等
位
比
率
、
役
種
の
関
係
を
概
観
す
る
。
体
格
等
位
に
は
甲
種
、
第
一
乙
種
、
第
二

乙
種
、
第
三
乙
種
（
一
九
四
〇
年
徴
集
で
新
設
）、
丙
種
、
丁
種
、
戊
種
の
区
分
が
あ
り
、
乙
種
以
上
は
「
現
役
ニ
適
ス
ル
者
」、

丙
種
は
徴
集
免
除
（
第
二
国
民
兵
）、
丁
種
は
兵
役
免
除
、
戊
種
は
再
受
検
と
し
た
。
乙
種
以
上
の
役
種
は
徴
集
人
員
の
増
加
に
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表 1 昭和十八年臨時徴兵検査に関する記述一覧表
記述内容（引用又は抜粋）

今回徴集延期ヲ停止セラルベキ法文科系学生中ヨリ約15,000ヲ採用ス
（全数約67,000）
10万中、9万ハ合格 A〔陸軍〕45,000、B〔海軍〕15,000分ケル
延期者100,000
1 法文系67,000 合格者50,000 内海軍15,000

〔飛行〕専修ヨビ10,000（生徒5,000~7,000）
主計見習500 法務30
残一般ヨビ学生（生徒）

2 理工系30,000 AB〔陸海軍〕 取分ハ□定ム
徴集延期ヲ止メルモノ10万 8万ハA〔陸軍〕、B〔海軍〕ニトル
1万5千 第二国民兵、補充兵 残リ5千ハ病人カ片輪ナリ
・横須賀：東京3,288 宇都宮706 仙台960 旭川466 弘前609 小計6,029
・呉 ：名古屋1,010 大阪1,169 姫路1,111 広島1,062 小計4,352
・佐世保：善通寺727 熊本1,046 久留米1,133 朝鮮30 台湾30 小計2,966
・舞鶴 ：金沢759 京都894 小計1,653
・計15,000
海軍ハ15,000（「ソース」約7万ノ内適格者約5万ト見テ）ヲ必要
〔課長会報 兵備課長〕
理工科関係3.5万別 □3.5万入営延期
入営 6万予定通リ
横6,029 呉4,352 佐2,966 舞1,653
防空1,100 特陸500 水雷500 防備500 通信200 電側350 特暗〔信〕150
気象100 航海200 内火100 教育400 計4,100
〔飛行〕5,500 整備500 主計見習500 法務35
70％ヲ採用
陸ハ甲幹〔甲種幹部候補生〕60、乙幹〔乙種幹部候補生〕20ヲ採ルト
〔11/17 局長会報 兵務局長〕
受検人員104,560 現4万 補1.1万 海軍2.4万 入営延期3.5万
〔課長会報 兵備課長〕
1日、学徒入営 陸軍約4.5万
・臨時徴兵検査徴集人員
現役 陸軍68,282（内入営延期者33,566）

海軍15,000
第二補充兵12,649
・臨時採用特別志願兵人員
陸軍現役兵約3,850 同第一補充兵約400 計約4,250
1943年「内学徒ヨリ」
・見習尉官：主計科561 法務科11
・予備学生：兵科4,244 飛行科2,9863,278 整備科121
・予備生徒：兵科1,593 飛行科2,144 整備科26
・受検壮丁103,038
・大学学部卒約19,400 高等学校・大学予科・専門学校卒約49,300
師範学校卒約1,900 中学校及同等学校卒約31,300 中学校在学及中退約1,000
・陸軍現役兵69,911 海軍現役兵15,533 計85,444

※漢数字は算用数字に改め、算用数字は適宜カンマを補った。句読点は適宜整理し、引用者注は〔 〕で表した。
※史料5、11、12、13は引用ではなく、主な項目と数字を抜粋した。
※史料12の飛行科予備学生は2,986と印字され、その横に手書きで3,278と記載されている。
※史料の典拠は以下のとおり。
1 海軍省軍務局長「運営要綱具体策ニ関スル意見（其ノ二）」（「公文別録・内閣・大正十二年～昭和十九
年・第七巻・昭和十八年」所収、国立公文書館所蔵）

2「真田穣一郎少将日記」（防衛研究所所蔵）
3「中沢軍令部第一部長ノート 作戦参考」（防衛研究所所蔵）※原本国立国会図書館憲政資料室所蔵
4「真田穣一郎少将日記」（防衛研究所所蔵）
5 海軍大臣「臨時徴集スベキ海軍現役兵ノ件」（「海軍省人事局 綴」所収、防衛研究所所蔵）
6 人事局第一課長〔中瀬泝〕「申継覚」（「海軍省人事局 第一課長申継綴」所収、防衛研究所所蔵）
7「大塚文郎備忘録」（防衛研究所所蔵）※原本所在不明
8「沢本頼雄海軍大将業務メモ（叢四）局部長会報摘録除く」（防衛研究所所蔵）
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と
も
な
い
変
化
し
、
現
役
兵
の
場
合
、
特
殊
の
事
由
が
な
い
限
り
、
一
九
三
七
年
徴
集
ま
で
は
甲
種
、
一
九
三
八
年
徴
集
以
降
は

第
一
乙
種
以
上
、
十
八
臨
徴
は
第
二
乙
種
以
上
、
一
九
四
四
年
徴
集
以
降
は
内
地
人
に
限
り
第
三
乙
種
以
上
と
（
58
）

し
た
。
体
格
等
位

は
身
長
と
「
疾
病
其
ノ
他
身
体
又
ハ
精
神
ノ
異
常
」
に
よ
り
判
定
し
、
そ
の
標
準
は
兵
役
法
施
行
令
（
令
六
八
〜
六
九
条
）
と
陸

軍
身
体
検
査
規
則
（
一
九
二
八
年
陸
軍
省
令
第
九
号
）
で
定
め
た
。
一
九
三
八
年
徴
集
以
降
の
甲
種
、
乙
種
、
丙
種
、
丁
種
、
戊

種
は
標
準
に
沿
っ
て
判
定
し
た
が
、
乙
種
内
の
判
定
は
、
徴
集
人
員
に
合
致
さ
せ
る
た
め
調
整
が
認
め
ら
（
59
）

れ
た
。
ま
た
、
徴
集
人

員
の
増
加
に
と
も
な
い
標
準
の
変
更
も
行
わ
れ
た
が
、
第
二
補
充
兵
の
要
員
と
し
て
第
三
乙
種
を
新
設
し
た
際
に
、
第
三
乙
種
を

「
第
二
乙
種
中
ノ
弱
兵
ト
丙
種
中
ノ
比
較
的
体
力
勝
レ
ル
者
ヲ
（
60
）

包
含
」
し
て
以
降
、
大
き
な
変
更
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
一
九
四

〇
年
以
降
の
体
格
等
位
比
率
は
、
乙
種
以
上
九
〇
％
前
後
、
丙
種
七
％
前
後
で
安
定
（
61
）

し
た
。
一
九
四
二
年
の
場
合
、
一
般
徴
兵
検

査
が
乙
種
以
上
八
九
％
、
丙
種
七
％
、
丁
種
以
下
四
％
、
臨
時
徴
兵
検
査
が
乙
種
以
上
九
三
％
、
丙
種
五
％
、
丁
種
以
下
二
％
で

あ
る
。
学
徒
は
在
学
で
き
る
心
身
状
態
に
あ
る
か
ら
か
、
一
般
に
比
べ
丙
種
以
下
の
比
率
が
低
く
、
乙
種
以
上
の
比
率
が
高
い
傾

向
に
あ
り
、
一
九
四
〇
年
、
一
九
四
一
年
一
般
徴
兵
検
査
に
お
け
る
教
育
程
度
別
体
格
等
位
比
率
も
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い

る
。ま

た
、「
業
務
詳
報
」
を
中
心
に
、
十
八
臨
徴
の
留
意
点
を
述
（
62
）

べ
る
。
第
一
に
、
徴
集
延
期
者
名
簿
に
基
づ
き
受
検
見
込
数
を

算
出
し
、
現
役
兵
の
徴
集
率
を
受
検
見
込
壮
丁
の
約
八
割
に
設
定
し
た
。
ま
た
、
第
二
乙
種
以
上
を
現
役
兵
、
第
三
乙
種
を
第
二

補
充
兵
と
し
た
た
め
、
陸
海
軍
と
も
に
第
一
補
充
兵
を
徴
集
し
て
い
な
い
。
第
二
に
、「
徴
集
ス
ヘ
キ
現
役
兵
」
に
つ
い
て
、
海

軍
は
実
数
で
定
め
た
が
、
陸
軍
は
兵
種
別
比
率
で
定
め
、
各
師
管
、
軍
管
区
等
は
そ
の
比
率
に
基
づ
い
て
徴
集
し
た
。
第
三
に
、

「
第
二
補
充
兵
及
第
二
国
民
兵
（
現
ニ
疾
病
ノ
為
直
ニ
召
集
シ
難
キ
モ
ノ
ヲ
除
ク
）」
を
召
集
対
象
と
し
、
臨
時
召
集
日
を
一
二
月

一
日
と
し
た
。
海
軍
の
入
営
日
は
一
二
月
一
〇
日
で
あ
る
か
ら
、
海
軍
に
召
集
さ
れ
た
第
二
補
充
兵
と
第
二
国
民
兵
は
い
な
い
。
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第
四
に
、
入
営
延
期
者
は
陸
軍
に
振
り
分
け
、
卒
業
又
は
入
営
延
期
期
間
満
了
後
に
陸
海
軍
間
で
配
分
し
、
海
軍
配
当
者
は
海
軍

籍
に
転
換
す
る
こ
と
と
（
63
）

し
た
。

見
積
数
は
役
種
別
、
陸
海
軍
別
、
文
理
別
、
入
営
・
入
営
延
期
別
、
配
属
予
定
先
な
ど
文
書
の
目
的
や
作
成
者
の
関
心
に
よ
っ

て
視
点
が
異
な
り
、
断
片
的
な
記
載
も
多
い
。
し
か
し
、
見
積
段
階
で
複
数
回
登
場
し
、
登
場
す
る
数
字
が
す
べ
て
一
致
し
て
い

る
項
目
が
受
検
者
数
一
〇
万
人
と
海
軍
入
営
者
数
一
・
五
万
人
で
あ
る
。
海
軍
の
動
き
は
（
64
）

【
1
】、
（
65
）

【
3
】、【
5
】、
（
66
）

【
8
】
に
よ
っ

て
、
ま
ず
受
検
者
数
と
文
系
学
徒
数
に
基
づ
き
海
軍
入
営
者
数
を
決
め
、
次
い
で
兵
科
別
の
予
備
学
生
・
生
徒
、
見
習
尉
官
の
採

用
数
を
決
め
、
さ
ら
に
、
ど
の
師
管
、
軍
管
区
か
ら
何
人
ず
つ
徴
集
し
、
ど
の
海
兵
団
に
配
属
す
る
か
、
入
団
後
の
銓
衡
試
験
の

合
格
率
を
何
割
と
し
、
合
格
者
を
ど
の
よ
う
に
配
属
す
る
か
と
、
細
部
を
詰
め
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
、
役
種
と
体
格
等
位
に
つ
い
て
、
真
田
の
日
記
か
ら
検
討
す
る
。
真
田
の
日
記
に
は
受
検
者
一
〇
万
人
の
内
訳
が
二
度
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
表
現
方
法
は
異
な
る
。
ま
ず
（
67
）

【
4
】
で
は
、「
八
万
ハ
Ａ
、
Ｂ
ニ
ト
ル
、
一
万
五
千

第
二
国
民
兵
、
補
充

兵
、
残
リ
五
千
ハ
病
人
カ
片
輪
ナ
リ
」
と
あ
り
、
陸
海
軍
現
役
兵
八
万
人
、
第
二
補
充
兵
・
第
二
国
民
兵
一
・
五
万
人
、
兵
役
免

除
〇
・
五
万
人
を
意
味
す
る
。
一
方
で
（
68
）

【
2
】
で
は
、「
九
万
ハ
合
格
」
と
も
記
し
て
い
る
。
徴
兵
令
下
の
徴
兵
検
査
規
則
で
は
、

丙
種
以
上
を
合
格
、
丁
種
を
不
合
格
と
し
て
い
た
が
、
徴
兵
検
査
と
陸
軍
志
願
者
の
身
体
検
査
を
規
定
す
る
兵
役
法
下
の
陸
軍
身

体
検
査
規
則
で
は
、
徴
兵
検
査
の
体
格
等
位
に
は
合
否
を
設
け
て
い
（
69
）

な
い
。
真
田
の
い
う
「
合
格
」
は
受
検
者
の
九
割
に
あ
た
る

た
め
、
体
格
等
位
で
乙
種
以
上
、
役
種
で
現
役
兵
と
補
充
兵
と
解
さ
れ
る
。
第
三
乙
種
た
る
第
二
補
充
兵
は
「
身
体
強
健
」（
令

六
八
条
）
で
、「
結
核
性
疾
患
」
が
な
い
（
70
）

た
め
、
基
本
的
に
召
集
対
象
と
な
る
。
真
田
の
日
記
を
総
合
す
る
と
、
見
積
段
階
で
は
、

現
役
兵
八
万
人
、
第
二
補
充
兵
一
万
人
、
第
二
国
民
兵
役
〇
・
五
万
人
、
兵
役
免
除
・
翌
年
再
受
検
者
〇
・
五
万
人
と
な
る
。
な

お
、
海
軍
は
【
3
】
と
【
6
】
で
、
六
・
七
万
人
中
の
七
四
％
に
あ
た
る
五
万
人
を
「
合
格
者
」、
約
七
万
人
中
の
約
七
一
％
に

「学徒出陣」の入隊者数
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あ
た
る
五
万
人
を
「
適
格
者
」
と
表
現
し
て
い
る
。【
8
】
で
海
軍
は
銓
衡
試
験
合
格
率
を
七
割
に
設
定
し
て
い
る
た
め
、「
合

格
」
や
「
適
格
」
と
は
海
軍
独
自
の
基
準
に
よ
る
初
級
幹
部
の
適
格
者
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
文
理
別
、
入
営
・
入
営
延
期
別
に
つ
い
て
、【
3
】
で
は
、
総
数
一
〇
万
、
文
系
六
・
七
万
、
理
系
三
万
と
記
し
、
残

数
〇
・
三
万
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
全
体
の
比
率
を
現
役
兵
八
割
、
補
充
兵
一
割
、
そ
の
他
一
割
と
捉
え
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
初
期
の
段
階
で
は
、
文
系
六
・
七
万
人
（
現
役
兵
・
補
充
兵
六
万
人
、
そ
の
他
〇
・
七
万
人
）、
理
系

三
・
三
万
人
（
現
役
兵
・
補
充
兵
三
万
人
、
そ
の
他
〇
・
三
万
人
）
と
解
釈
す
る
こ
と
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
現
役
兵
・

補
充
兵
九
万
人
に
つ
い
て
、【
2
】
か
ら
、
入
営
者
六
万
人
（
陸
軍
四
・
五
万
人
、
海
軍
一
・
五
万
人
）、
入
営
延
期
者
三
万
人
と

見
込
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
よ
り
見
積
数
は
、
受
検
者
数
一
〇
万
人
、
役
種
別
で
は
、
現
役
兵
八
万
人
（
陸
軍
六
・
五
万
人
、
海
軍
一
・
五
万
人
）、

第
二
補
充
兵
一
万
人
、
第
二
国
民
兵
〇
・
五
万
人
、
兵
役
免
除
以
下
〇
・
五
万
人
で
あ
っ
た
。
入
営
・
入
営
延
期
別
で
は
、
入
営

対
象
六
・
七
万
人
（
陸
軍
現
役
兵
三
・
八
万
人
、
海
軍
現
役
兵
一
・
五
万
人
、
補
充
兵
〇
・
七
万
人
、
そ
の
他
〇
・
七
万
人
）、

入
営
延
期
対
象
三
・
三
万
人
（
現
役
兵
二
・
七
万
人
、
補
充
兵
〇
・
三
万
人
、
そ
の
他
〇
・
三
万
人
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、「
第
二
補
充
兵
及
第
二
国
民
兵
（
現
ニ
疾
病
ノ
為
直
ニ
召
集
シ
難
キ
モ
ノ
ヲ
除
ク
）」
を
召
集
対
象
と
し
た
が
、
陸
海

軍
間
の
配
分
上
、
海
軍
は
現
役
兵
の
み
、
陸
軍
は
第
二
補
充
兵
ま
で
と
し
、
第
二
国
民
兵
は
除
外
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
す

な
わ
ち
、
入
営
者
六
万
人
（
陸
軍
四
・
五
万
人
、
海
軍
一
・
五
万
人
）、
入
営
延
期
者
三
万
人
と
見
込
ん
で
い
た
。

（
2
）
実
績
数

ま
ず
、
（
71
）

【
13
】
の
「
徴
兵
事
務
状
況
」
を
確
定
値
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
受
検
者
は
一
〇
三
、〇
三
八
人
で
、
学
歴
別
内
訳
が
記
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載
さ
れ
て
い
る
。
徴
兵
事
務
報
告
規
程
上
、
大
学
学
部
の
在
学
者
及
び
中
途
退
学
者
は
「
高
等
学
校
・
大
学
予
科
・
専
門
学
校
卒

業
者
」
に
、
高
等
学
校
・
大
学
予
科
・
専
門
学
校
・
同
等
と
認
め
る
学
校
の
在
学
者
及
び
中
途
退
学
者
は
「
中
学
校
卒
業
者
」
に

含
め
る
。
し
か
し
、
大
学
学
部
卒
業
者
が
約
二
万
人
い
る
た
め
、
仮
卒
業
者
は
卒
業
者
に
区
分
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
、
次
の
よ

う
に
読
み
替
え
る
。
大
学
学
部
仮
卒
業
者
約
一
九
、四
〇
〇
人
、
大
学
学
部
在
学
者
及
び
専
門
学
校
仮
卒
業
者
約
四
九
、三
〇
〇

人
、
高
等
学
校
・
大
学
予
科
・
専
門
学
校
在
学
者
約
三
一
、三
〇
〇
人
、
師
範
学
校
卒
業
者
約
一
、九
〇
〇
人
、
中
学
校
在
学
及
び

中
退
者
約
一
、〇
〇
〇
人
で
あ
る
。

役
種
別
内
訳
に
つ
い
て
、
現
役
兵
は
陸
軍
六
九
、九
一
一
人
、
海
軍
一
五
、五
三
三
人
、
計
八
五
、四
四
四
人
と
記
載
さ
れ
、
残

数
の
一
七
、五
九
四
人
が
第
二
補
充
兵
以
下
の
総
数
と
な
る
。
見
積
数
よ
り
も
受
検
者
は
三
、〇
三
八
人
、
現
役
兵
は
五
、四
四
四

人
増
加
し
、
第
二
補
充
兵
以
下
は
二
、四
〇
六
人
減
少
し
て
い
る
た
め
、
質
的
、
量
的
に
見
込
み
を
上
回
っ
て
い
る
。
特
に
現
役

兵
率
は
約
八
三
％
で
あ
る
。
陸
軍
は
「
徴
集
率
ハ
昭
和
十
八
年
一
般
徴
兵
検
査
ニ
於
ケ
ル
モ
ノ
ト
同
率
ト
シ
受
検
見
込
壮
丁
百
名

ニ
付
約
八
（
72
）

十
名
」
と
の
立
場
だ
が
、
一
般
徴
兵
検
査
で
は
現
役
兵
と
第
一
補
充
兵
を
合
わ
せ
て
八
割
で
あ
り
、
現
役
兵
に
限
れ
ば

そ
の
割
合
は
六
割
で
（
73
）

あ
る
。
現
役
兵
率
は
十
八
臨
徴
に
お
い
て
、
六
割
か
ら
八
割
へ
と
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
分
か

る
。入

営
者
数
に
つ
い
て
、
海
軍
に
召
集
さ
れ
た
第
二
補
充
兵
と
第
二
国
民
兵
は
お
ら
ず
、
入
営
延
期
者
は
陸
軍
に
振
り
分
け
ら
れ

た
た
め
、
海
軍
現
役
兵
数
一
五
、五
三
三
人
は
海
軍
入
営
者
数
を
意
味
す
る
。
（
74
）

【
12
】
に
は
銓
衡
試
験
に
合
格
し
た
見
習
尉
官
、
予

備
学
生
・
生
徒
の
採
用
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
陸
軍
入
営
者
は
、
陸
軍
現
役
兵
中
の
入
営
者
、
第
二
補
充
兵
・
第
二
国

民
兵
中
の
応
召
者
の
和
だ
が
、
入
営
延
期
者
数
、
第
二
補
充
兵
数
、
第
二
国
民
兵
数
、
応
召
者
数
の
記
載
が
な
い
た
め
、「
徴
兵

事
務
状
況
」
か
ら
は
判
明
し
な
い
。
入
営
延
期
者
数
に
つ
い
て
、
一
九
四
四
年
徴
集
か
ら
は
、
徴
兵
官
が
作
成
す
る
「
徴
兵
表
」

「学徒出陣」の入隊者数

203



の
記
載
項
目
に
入
営
延
期
者
数
が
追
加
さ
れ
て
い
（
75
）

る
が
、
十
八
臨
徴
で
は
、
該
当
者
が
提
出
し
た
「
入
営
延
期
届
」
又
は
「
召
集

延
期
届
」
を
市
町
村
長
経
由
で
連
隊
区
司
令
官
に
集
約
す
る
規
程
が
あ
る
（
76
）

た
め
、
陸
軍
省
で
は
こ
の
数
字
を
集
約
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
大
塚
備
忘
録
を
取
り
上
げ
る
。
（
77
）

【
9
】
は
各
数
字
を
単
純
合
算
す
る
と
受
検
者
数
を
越
え
、
さ
ら
に
、「
海
軍
二
・
四

万
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
海
軍
現
役
兵
は
一
・
五
万
人
の
た
め
事
実
に
反
す
る
。
そ
こ
で
、「
海
軍
」
を
「
海
軍
以
下
」
の

意
、
あ
る
い
は
「
海
丙
」
の
誤
記
と
捉
え
る
と
、
丙
種
す
な
わ
ち
第
二
国
民
兵
以
下
〇
・
九
万
人
を
含
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場

合
、
受
検
者
数
約
一
〇
・
四
万
人
か
ら
、
入
営
陸
軍
現
役
兵
四
万
人
、
第
二
補
充
兵
一
・
一
万
人
、
海
軍
現
役
兵
一
・
五
万
人
、

第
二
国
民
兵
以
下
〇
・
九
万
人
を
差
し
引
い
た
残
数
二
・
九
万
人
が
入
営
延
期
陸
軍
現
役
兵
と
な
る
。
さ
ら
に
、
入
営
延
期
者

三
・
五
万
人
、
補
充
兵
一
・
一
万
人
と
の
記
述
か
ら
、
第
二
補
充
兵
の
内
訳
は
、
入
営
者
〇
・
五
万
人
、
入
営
延
期
者
〇
・
六
万

人
と
な
る
。
よ
っ
て
【
9
】
は
、
役
種
別
に
み
る
と
、
現
役
兵
八
・
四
万
人
（
陸
軍
六
・
九
万
人
、
海
軍
一
・
五
万
人
）、
第
二

補
充
兵
一
・
一
万
人
、
第
二
国
民
兵
以
下
〇
・
九
万
人
と
な
り
、
役
種
別
の
割
合
は
、
現
役
兵
率
八
〇
％
、
第
二
補
充
兵
率
一
一

％
、
第
二
国
民
兵
以
下
九
％
で
あ
る
。
入
営
状
況
別
に
み
る
と
入
営
者
六
万
人
（
陸
軍
現
役
兵
四
万
人
、
第
二
補
充
兵
〇
・
五
万

人
、
海
軍
現
役
兵
一
・
五
万
人
）、
入
営
延
期
者
三
・
五
万
人
（
陸
軍
現
役
兵
二
・
九
万
人
、
第
二
補
充
兵
〇
・
六
万
人
）、
そ
の

他
〇
・
九
万
人
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
（
78
）

【
7
】
の
入
営
者
六
万
人
、
入
営
延
期
者
三
・
五
万
人
、
（
79
）

【
10
】
の
陸
軍
入
営
者

四
・
五
万
人
に
も
対
応
す
る
。
ま
た
、【
7
】
に
は
入
営
者
数
が
「
予
定
通
リ
」
で
あ
る
旨
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大

塚
備
忘
録
上
の
数
字
は
、
私
文
書
上
の
数
字
で
あ
り
、
概
数
で
は
あ
る
も
の
の
、
十
八
臨
徴
後
の
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て

兵
務
局
長
と
兵
備
課
長
が
陸
軍
省
内
で
報
告
し
た
数
字
で
あ
り
、
速
報
値
と
し
て
信
頼
に
足
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、「
業
務
詳
報
」
を
分
析
す
る
。
受
検
者
数
は
不
明
だ
が
、
現
役
兵
は
陸
軍
六
八
、二
八
二
人
、
海
軍
一
五
、〇
〇
〇
人
、
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計
八
三
、二
八
二
人
、
第
二
補
充
兵
は
一
二
、六
四
九
人
で
あ
る
。
ま
た
、
陸
軍
現
役
兵
数
の
直
後
に
「
内
入
営
延
期
者
三
三
、五

六
六
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
記
載
位
置
か
ら
三
三
、五
六
六
人
を
陸
軍
現
役
兵
中
の
入
営
延
期
者
と
捉
え
る
と
、
入
営
陸
軍
現

役
兵
は
三
四
、七
一
六
人
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
入
営
陸
軍
現
役
兵
が
見
積
数
か
ら
約
〇
・
五
万
人
減
少
す
る
た
め
、
陸
軍
入
営

者
が
質
的
、
量
的
に
見
積
段
階
か
ら
後
退
す
る
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
入
営
延
期
対
象
は
見
積
段
階
か
ら
拡
大
し
た
が
、
受
検
者

と
現
役
兵
も
見
積
段
階
か
ら
増
加
し
て
い
る
た
め
、
入
営
延
期
者
の
増
加
は
入
営
者
の
減
少
に
直
結
し
な
い
。
そ
こ
で
、
見
積
段

階
で
も
大
塚
備
忘
録
で
も
、
入
営
延
期
者
数
に
は
現
役
兵
と
第
二
補
充
兵
の
み
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、「
入
営
」
を

「
入
営
（
召
集
）」
の
略
語
と
解
し
、
さ
ら
に
、
徴
集
人
員
中
の
入
営
延
期
者
と
捉
え
る
。
す
る
と
、
入
営
者
数
は
陸
海
軍
現
役
兵

と
第
二
補
充
兵
の
和
九
五
、九
三
一
人
か
ら
入
営
延
期
者
三
三
、五
六
六
人
を
控
除
し
た
六
二
、三
六
五
人
と
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、「
業
務
詳
報
」
上
の
現
役
兵
数
は
「
徴
兵
事
務
状
況
」
上
の
現
役
兵
数
よ
り
二
、一
六
二
人
少
な
く
、「
業
務
詳
報
」

上
の
各
種
数
字
は
、
最
終
的
に
更
新
さ
れ
る
暫
定
値
と
評
価
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
、
朝
鮮
、
台
湾
出
身
の
学
徒
に
対
し
て

「
昭
和
十
八
年
度
陸
軍
特
別
志
願
兵
臨
時
採
用
規
則
」（
一
九
四
三
年
陸
軍
省
令
第
四
八
号
）
を
定
め
、
志
願
を
強
制
し
た
こ
と
は

周
知
の
と
お
り
だ
が
、
現
役
兵
約
三
、八
五
〇
人
、
補
充
兵
約
四
〇
〇
人
、
計
約
四
、二
五
〇
人
を
採
用
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。最

後
に
、「
徴
兵
事
務
状
況
」
の
受
検
者
数
を
基
礎
と
し
て
、
徴
集
率
と
入
営
率
を
乗
じ
て
入
営
者
数
を
推
計
す
る
。
徴
集
率

は
一
九
四
二
年
臨
時
徴
兵
検
査
と
同
程
度
な
ら
ば
約
九
三
％
、
大
塚
備
忘
録
と
同
程
度
な
ら
ば
約
九
一
％
（
九
五
、〇
〇
〇
÷
一

〇
四
、五
六
〇
）
と
な
る
。
徴
集
人
員
中
の
入
営
延
期
率
は
、
大
塚
備
忘
録
と
同
程
度
な
ら
ば
約
三
七
％
（
三
五
、〇
〇
〇
÷
九

五
、〇
〇
〇
）、「
業
務
詳
報
」
と
同
程
度
な
ら
ば
約
三
五
％
（
三
三
、五
六
六
÷
九
五
、九
三
一
）
と
な
る
。
つ
ま
り
、「
徴
兵
事
務

状
況
」
を
基
礎
と
す
る
と
入
営
者
数
は
、
五
九
、〇
七
一
人
（
一
〇
三
、〇
三
八
×
九
一
％
×
六
三
％
）
か
ら
六
二
、二
八
六
人

「学徒出陣」の入隊者数
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（
一
〇
三
、〇
三
八
×
九
三
％
×
六
五
％
）
程
度
と
推
計
で
き
る
。

本
章
で
明
ら
か
に
し
た
、
見
積
数
、
速
報
値
、
暫
定
値
、
確
定
値
と
い
う
各
段
階
に
お
け
る
役
種
別
内
訳
、
受
検
者
数
、
徴
集

人
員
、
入
営
者
数
、
入
営
延
期
者
数
を
【
表
2
】
に
ま
と
め
た
。
一
部
、
解
釈
に
よ
る
も
の
も
あ
る
が
、
受
検
者
数
や
現
役
兵
数

で
比
較
し
た
場
合
、
見
積
数
に
比
べ
、
速
報
値
、
暫
定
値
、
確
定
値
は
増
加
し
て
い
る
が
、
速
報
値
、
暫
定
値
、
確
定
値
の
三
者

に
大
き
な
差
は
な
い
。
入
営
者
数
は
、
見
積
数
が
約
六
万
人
、
速
報
値
が
約
六
万
人
、
暫
定
値
が
六
二
、三
六
五
人
で
あ
る
。
入

営
者
数
の
確
定
値
の
み
が
速
報
値
や
暫
定
値
か
ら
大
き
く
乖
離
す
る
こ
と
は
考
え
難
い
。
ま
た
、「
徴
兵
事
務
状
況
」
上
の
受
検

者
数
に
徴
集
率
、
入
営
率
を
乗
じ
て
入
営
者
数
を
推
計
す
る
と
、
約
五
・
九
万
人
か
ら
約
六
・
二
万
人
と
な
り
、
見
積
数
、
速
報

値
、
暫
定
値
と
同
程
度
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
入
営
者
数
は
約
六
万
人
、
う
ち
海
軍
入
営
者
一
五
、五
三
三
人
と
の
結
論
が
導
か
れ

る
。
た
だ
し
、
入
営
時
の
身
体
検
査
の
結
果
、
即
日
（
80
）

帰
郷
と
な
り
、
事
実
上
入
営
し
な
か
っ
た
者
を
含
む
。
な
お
、
入
営
者
数
の

計
算
上
、
第
二
国
民
兵
を
除
い
た
が
、
実
際
に
は
、
丙
種
で
召
集
さ
れ
た
者
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
（
81
）

い
る
。
し
か
し
、
第
二
国

民
兵
は
受
検
者
に
占
め
る
割
合
が
小
さ
く
、
ま
た
、
召
集
率
は
第
二
補
充
兵
よ
り
低
く
、
即
日
帰
郷
率
は
現
役
兵
や
第
二
補
充
兵

よ
り
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
入
営
者
数
へ
の
影
響
は
小
さ
い
。
よ
っ
て
、
概
数
た
る
約
六
万
人
に
第
二
国
民
兵
中
の
応
召

者
を
含
む
も
の
と
し
た
。

三

大
学
関
係
資
料
上
の
臨
時
徴
兵
検
査

本
章
で
は
、
十
八
臨
徴
の
体
格
等
位
判
定
が
分
か
る
個
別
大
学
を
取
り
上
げ
、
受
検
者
数
を
分
母
と
し
た
体
格
等
位
比
率
、
役

種
率
等
が
、
陸
海
軍
史
料
と
同
様
の
傾
向
を
示
す
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
。
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二
〇
二
〇
年
三
月
末
時
点
で
国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
文
部

省
、
文
部
科
学
省
移
管
文
書
に
は
学
徒
出
陣
の
入
営
者
数
等
に
関
す

る
文
書
は
含
ま
れ
て
い
（
82
）

な
い
。
し
か
し
、
複
数
の
大
学
に
残
る
文
部

省
往
復
（
83
）

文
書
に
よ
っ
て
、
一
九
四
三
年
一
二
月
初
旬
、
文
部
省
専
門

教
育
長
が
各
大
学
高
等
専
門
学
校
長
に
十
八
臨
徴
に
関
す
る
調
書
の

提
出
を
求
め
た
こ
と
が
分
か
る
。
調
書
の
様
式
は
少
な
く
と
も
二
種

類
あ
り
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
第
一
様
式
、
第
二
様
式
と
表
現
す

る
。
第
一
様
式
は
東
北
帝
国
（
84
）

大
学
に
、
第
二
様
式
は
早
稲
田
（
85
）

大
学
や

東
北
学
院
に
送
ら
れ
た
も
の
で
、
提
出
先
は
前
者
が
教
育
課
、
後
者

が
監
理
課
で
あ
る
。
ま
た
、
刊
行
物
上
の
情
報
か
ら
、九
州
帝
国
大
学

に
第
一
（
86
）

様
式
、
専
修
大
学
に
第
二
（
87
）

様
式
が
届
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

両
様
式
に
共
通
す
る
調
査
項
目
は
、
一
一
月
三
〇
日
現
在
在
籍
者

数
、
徴
兵
検
査
判
定
、
一
一
月
三
〇
日
現
在
応
召
又
は
入
営
の
た
め

休
学
中
の
者
、
朝
鮮
出
身
者
、
台
湾
出
身
者
で
あ
る
。
朝
鮮
と
台
湾

の
出
身
者
は
特
別
志
願
予
定
者
数
の
記
入
も
求
め
て
い
る
。
第
一
様

式
の
方
が
詳
細
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
未
適
齢
者
、
既
受
検
者
、
留
学

生
の
項
目
が
あ
り
、
既
受
検
者
は
入
営
・
応
召
中
の
者
以
外
に
、
予

備
役
、
補
充
兵
役
、
第
一
国
民
兵
役
、
第
二
国
民
兵
役
、
陸
海
軍
委

表 2 昭和十八年臨時徴兵検査役種別内訳等 （人）

入営延期者

30,000
35,000
33,566

―

※「その他」は、第二国民兵（丙種）、兵役免除（丁種）、再検査（戊種）の合計。
※「入営者」と「入営延期者」は「徴集人員」を分母とするが、実際には第二国民兵の一部も
応召している。
※イタリックの数値は、筆者が算出したもので数値の解釈をともなう。
※―は無記載を意味する。
※確定値では、受検者数から現役兵数を控除した数値を、「第二補充兵」と「その他」の和とした。
※典拠 見積数：「真田穣一郎少将日記」（防衛研究所所蔵）

速報値：「大塚文郎備忘録」（防衛研究所所蔵）※原本所在不明
暫定値：「大東亜戦争業務詳報（服役関係事項）」（防衛研究所所蔵）※原本厚生労働省

保管
確定値：「全国臨時徴兵事務状況の件」（「陸軍省公文雑纂 昭和一九年」所収、防衛研

究所所蔵）

入営者

60,000
60,000
62,365
―

徴集人員

90,000
95,000
95,931

―

受検者

100,000
104,560

―

103,038

その他

10,000
9,000
―

17,594

第二補充兵

10,000
11,000
12,649

現役兵

80,000
84,000
83,282

85,444

見積数
速報値
暫定値

確定値

「学徒出陣」の入隊者数
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託
者
、
兵
役
免
除
者
と
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
徴
兵
検
査
判
定
の
内
訳
に
つ
い
て
、
第
一
様
式
は
甲
種
か
ら
戊
種
ま
で
七

種
類
の
体
格
等
位
別
だ
が
、
第
二
様
式
は
、
入
営
者
数
、
応
召
者
数
、
不
合
格
者
数
の
三
つ
に
大
別
し
、
入
営
者
数
の
内
訳
と
し

て
甲
種
、
第
一
乙
種
、
第
二
乙
種
を
、
応
召
者
数
の
内
訳
と
し
て
第
三
乙
種
、
丙
種
を
設
け
て
い
る
。

各
大
学
が
作
成
し
た
調
書
は
、
通
牒
時
期
、
回
答
期
限
、
調
査
項
目
の
設
定
が
適
切
で
な
か
っ
た
た
め
、
不
備
が
多
い
。
第
一

様
式
は
一
二
月
二
日
付
通
牒
、
一
五
日
期
限
で
、
東
北
帝
国
大
学
は
二
七
日
に
回
答
、
第
二
様
式
は
一
二
月
三
日
付
通
牒
、
一
〇

日
期
限
で
、
東
北
学
院
は
一
二
日
、
専
修
大
学
は
二
四
日
、
早
稲
田
大
学
は
一
月
一
〇
日
に
回
答
し
て
い
る
。
文
部
省
が
事
前
に

各
学
校
に
求
め
て
い
た
の
は
「
入
営
又
は
入
団
ノ
学
生
生
徒
ニ
付
テ
ハ
学
籍
簿
ノ
他
ニ
学
部
、
学
科
、
学
年
別
ニ
入
営
期
日
、
入

営
部
隊
名
等
ヲ
記
載
シ
タ
ル
徴
集
者
名
簿
ヲ
作
製
シ
置
ク
（
88
）

コ
ト
」
だ
け
で
あ
る
。
と
り
わ
け
体
格
等
位
の
調
査
が
困
難
で
あ
っ
た

と
推
察
さ
れ
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
は
空
欄
、
同
法
学
部
も
事
実
上
空
欄
で
あ
る
。
調
査
項
目
に
つ
い
て
は
、
第
一
様
式
で
は
、

未
適
齢
の
陸
海
軍
委
託
学
生
、
既
受
検
で
戊
種
だ
っ
た
者
、
第
二
様
式
で
は
、
戊
種
、
入
営
後
の
即
日
帰
郷
者
、
入
営
延
期
者
、

不
明
者
な
ど
の
記
入
方
法
が
各
々
異
な
る
。
ま
た
、「
十
一
月
三
十
日
現
在
応
召
又
ハ
入
営
ノ
為
休
学
中
ノ
者
」
の
欄
に
、
一
二

月
一
日
以
降
に
休
学
扱
い
と
な
る
出
陣
学
徒
を
含
め
て
記
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
三
乙
種
と
丙
種
の
合
計
数

を
「
応
召
者
数
」
と
し
て
い
る
が
、
第
三
乙
種
た
る
第
二
補
充
兵
と
丙
種
た
る
第
二
国
民
兵
は
全
員
が
召
集
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。
こ
の
よ
う
に
調
書
に
は
不
備
が
あ
る
が
、
入
営
対
象
学
部
の
在
学
者
数
、
受
検
者
数
、
体
格
等
位
、
受
検
者
数
を
分
母
と
し

た
各
種
比
率
を
ま
と
め
た
も
の
が
【
表
3
】
で
あ
る
。
以
下
、
本
表
を
中
心
に
各
種
数
字
を
分
析
す
る
。

ま
ず
は
受
検
率
で
あ
る
。
十
八
臨
徴
は
、
在
学
者
の
う
ち
、
未
適
齢
者
、
戊
種
判
定
以
外
の
既
受
検
者
、
朝
鮮
出
身
者
、
台
湾

出
身
者
、
留
学
生
を
対
象
外
と
し
た
た
め
、
中
学
校
第
四
学
年
修
了
者
、
七
年
制
高
校
出
身
者
、
過
年
度
生
、
原
級
留
置
者
、
編

入
・
再
入
学
者
、
朝
鮮
出
身
者
、
台
湾
出
身
者
、
留
学
生
等
の
多
寡
に
よ
っ
て
在
学
者
に
占
め
る
受
検
者
割
合
が
異
な
る
。
大
学

208



学
部
生
の
受
検
率
は
、
通
常
、
未
適
齢
者
を
含
む
第
一
学
年
が
最
も
低
く
、
既
受
検
者
が
最
も
多
い
第
三
学
年
、
第
二
学
年
の
順

で
高
く
な
り
、
本
表
も
そ
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
早
稲
田
大
学
法
学
部
の
受
検
率
が
各
学
年
と
も
高
い
が
、
一
〇
月
一
日
付
の

年
齢
別
構
成
比
を
一
九
歳
以
下
、
二
〇
〜
二
二
歳
、
二
三
歳
以
上
に
分
け
る
と
、
一
九
歳
以
下
の
割
合
が
最
も
高
い
学
年
が
第
二

学
年
、
二
三
歳
以
上
の
割
合
が
最
も
高
い
学
年
が
第
二
学
年
と
な
っ
て
（
89
）

お
り
、
年
齢
構
成
比
が
通
常
と
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
学
部
別
で
は
、
文
学
部
系
の
受
検
率
が
他
学
部
に
比
べ
て
低
い
。
東
北
帝
国
大
学
文
科
の
場
合
、
法
科
、
経
済
科
に
比
べ
て
未

適
齢
者
率
が
低
く
、
既
受
検
者
率
が
高
い
た
め
、
他
科
に
比
べ
て
年
齢
層
が
高
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
既
受
検
者
が
多
い
た

め
に
受
検
率
が
下
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
史
学
科
第
一
学
年
三
二
人
の
場
合
、
出
生
年
月

と
軍
歴
か
ら
受
検
状
況
を
分
析
す
る
と
、
受
検
者
一
六
人
、
既
受
検
者
一
人
、
入
隊
中
の
者
一
人
、
未
適
齢
者
一
四
人
で
、
受
検

率
は
五
割
と
考
え
ら
れ
、
未
適
齢
者
が
受
検
率
を
引
き
下
げ
て
（
90
）

い
る
、
一
方
で
、
文
学
部
フ
ラ
ン
ス
文
学
科
第
一
学
年
は
一
八
人

中
一
七
人
が
受
検
予
定
者
と
さ
れ
て
い
る
（
91
）

た
め
、
文
学
部
の
場
合
、
受
検
率
に
影
響
を
与
え
る
要
因
は
学
科
や
学
年
に
よ
っ
て
異

な
る
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
現
役
兵
率
で
あ
る
。
東
北
帝
国
大
学
文
科
と
早
稲
田
大
学
法
学
部
を
除
き
八
割
を
超
え
、
概
ね
「
徴
兵
事
務
状
況
」
と

同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
東
北
帝
国
大
学
文
科
の
既
受
検
者
の
状
況
を
他
科
と
比
べ
た
場
合
、
現
役
ま
た
は
応
召
中
の
率
が
低

く
、
補
充
兵
役
、
第
二
国
民
兵
役
に
あ
る
者
の
率
が
高
い
た
め
、
既
受
検
者
も
受
検
者
も
文
科
は
体
格
等
位
判
定
が
他
科
に
比
べ

て
悪
い
傾
向
に
あ
る
。

続
い
て
、
補
充
兵
率
と
国
民
兵
率
を
検
討
す
る
。
概
ね
補
充
兵
率
は
一
〇
％
前
後
、
国
民
兵
率
は
五
％
前
後
と
陸
海
軍
史
料
上

の
全
体
の
比
率
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
早
稲
田
大
学
の
法
学
部
と
文
学
部
が
著
し
く
乖
離
し
て
い
る
が
、
両
学
部
は
事
実

上
、
体
格
等
位
判
定
欄
が
未
記
入
で
あ
り
、
体
格
等
位
が
不
明
な
場
合
に
入
営
者
と
応
召
者
を
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

「学徒出陣」の入隊者数
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受検者を分母とする比率

入隊

81.7
94.8
97.7

92.4

88.9
95.6
98.1

94.2

90.4

94.0
94.5
92.6

93.7

（6）体格等位判定の丁種・戊種・不明者の合計又は「不合格者」欄の数字。
（7）日本人男子を分母とする。
※典拠 「統計報告（昭和十四年―二十三年）」（東北大学史料館所蔵：学生/1994/4―034）

「昭和18年4月起 文部省関係書類 教務課 〔昭和18年度〕」
（早稲田大学大学史資料センター所蔵：早稲田大学本部書類（続）―16〔官庁関係〕）
蜷川寿恵『学徒出陣――戦争と青春』（吉川弘文館、1998年）63―64頁。

乙種
以上

90.1
93.3
96.6

93.5

93.7
95.6
96.2

95.2

86.5

95.2
95.8
92.9

94.6

98.0
94.9
93.4

95.4

95.8
96.4
96.3

96.2

96.7
95.4
98.5

95.6

その他

4.9
5.2
1.1

3.9

6.3
4.4
0.0

3.9

9.6

2.0
0.9
1.7

1.5

1.7
2.4
3.1

2.4

0.0
0.7
0.5

0.4

3.3
4.6
1.5

3.0

8.9
9.5
14.7

10.7

19.3
16.3
17.2

17.3

7.1
15.4
16.0

12.7

14.8

国民兵

4.9
1.6
2.3

2.6

0.0
0.0
3.8

1.0

3.8

2.8
3.3
5.4

3.9

0.3
2.7
3.5

2.2

4.2
2.9
3.2

3.4

0.0
0.0
0.0

0.0

補充兵

9.2
8.3
8.0

8.5

11.1
3.3
7.5

6.8

9.6

8.8
6.7
11.8

9.0

13.7
11.3
13.1

12.7

9.5
6.3
6.8

7.4

7.9
27.4
22.7

19.6

現役兵

81.0
84.9
88.5

85.0

82.5
92.3
88.7

88.4

76.9

86.3
89.1
81.1

85.6

84.3
83.6
80.3

82.8

86.4
90.1
89.5

88.8

88.8
68.0
75.8

76.0

91.1
90.5
82.4

88.4

80.7
83.7
81.7

82.3

92.9
80.8
84.0

86.1

84.6

受
（7）

検率

58.9
88.4
64.7

71.9

55.3
85.8
67.1

69.2

49.1

71.8
92.7
86.8

83.8

79.9
85.2
73.5

80.0

75.4
85.6
92.5

86.0

83.6
91.3
102.7

93.9

61.6
72.4
61.8

65.1

55.9
88.1
60.0

67.7

68.3
89.7
58.1

69.9

64.3

入隊者

116
239
170

525

56
87
52

195

47

234
312
275

821

その他
（6）

小計

7
13
2

22

4
4
0

8

5

5
3
5

13

5
8
9

22

0
3
2

5

7
11
4

22

4
4
5

13

11
17
16

44

2
4
4

10

67

そ
（5）

の他

4
11
1

16

4
4

8

4

1

1

丁・戊

3
2
1

6

0
0
0

0

1

5
2
5

12

5
8
9

22

0
3
2

5

7
11
4

22

4
4
5

13

11
17
16

44

2
4
4

10

67

国民兵
（4）

小計

20
25
18

63

7
3
6

16

7

29
33
51

113

42
47
48

137

49
38
41

128

17
66
61

144

0
0
1

1

0
0
1

1

0
1
0

1

3

丙
（国民兵）

7
4
4

15

0
0
2

2

2

7
11
16

34

1
9
10

20

15
12
13

40

0
0
0

0



表 3 大学関係資料上の昭和十八年臨時徴兵検査

補充兵・

第三乙
（補充兵）

13
21
14

48

7
3
4

14

5

22
22
35

79

41
38
38

117

34
26
28

88

17
66
61

144

（1）留学生、女子、本科生以外の者は除く。1943年11月30日現在。東京商科大学の在学者内訳は不明。
1年は1943年10月、2年は1942年10月、3年は1942年4月入学を標準とする。

（2）受検者数又は徴兵検査判定の「合計」欄の数字。
（3）徴兵検査判定の甲種・第一乙種・第二乙種の合計又は「入営者」欄の数字。
（4）徴兵検査判定の第三乙種・丙種の合計又は「応召者」欄の数字。
（5）体格等位不明者等。

現役兵
（3）

小計

115
214
154

483

52
84
47

183

40

215
294
241

750

252
280
232

764

310
374
366

1,050

190
164
204

558

41
38
28

107

46
87
76

209

26
21
21

68

384

第二乙

22
54
22

98

13
14
14

41

13

49
77
54

180

59
61
48

168

125
150
148

423

第一乙

68
124
96

288

33
60
25

118

24

113
166
130

409

149
156
132

437

139
168
164

471

甲

25
36
36

97

6
10
8

24

3

53
51
57

161

44
63
52

159

46
56
54

156

受
（2）

検者

142
252
174

568

63
91
53

207

52

249
330
297

876

299
335
289

923

359
415
409

1,183

214
241
269

734

45
42
34

121

57
104
93

254

28
26
25

79

454

在籍者
（1）

小計

241
285
272

798

114
106
81

301

112

347
356
342

1,045

379
401
399

1,179

477
487
463

1,427

262
267
271

800

78
62
58

198

110
123
159

392

46
30
45

121

711

朝鮮
台湾

5
0
3

8

0
0
2

2

6

5
8
6

25

1
2
21

51

6
3
9

18

5
4
3

12

8
5
4

17

5
1
2

8

5

日本人
男子

236
285
269

790

114
106
79

299

106

374
393
393

1,154

476
485
442

1,376

256
264
262

782

73
58
55

186

102
118
155

375

41
29
43

113

706

学年

1年
2年
3年

計

1年
2年
3年

計

計

1年
2年
3年

計

1年
2年
3年

計

1年
2年
3年

計

1年
2年
3年

計

1年
2年
3年

小計

1年
2年
3年

小計

1年
2年
3年

小計

計

学科

法科

経済科

文科

商学部

政治経済学
部

商学部

法学部

哲学科

文学科

史学科

学部

法
文
学
部

文
学
部

東
北
帝
国
大
学

東
京
商
科
大
学

早
稲
田
大
学



特
に
文
学
部
は
第
三
乙
種
、
丙
種
が
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
受
検
者
の
体
格
等
位
判
定
を
反
映
し
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。

最
後
に
、
徴
兵
検
査
判
定
と
入
隊
者
数
の
両
方
が
判
明
し
て
い
る
東
北
帝
国
大
学
と
東
京
商
科
（
92
）

大
学
を
取
り
上
げ
、
徴
兵
検
査

判
定
と
入
隊
の
関
係
を
検
討
す
る
。
東
北
帝
国
大
学
法
科
第
一
（
93
）

学
年
を
除
き
、
入
隊
率
は
九
割
前
後
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
役
兵

以
外
に
、
第
二
補
充
兵
や
第
二
国
民
兵
が
召
集
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
応
召
者
の
内
訳
は
不
明
だ
が
、
乙
種
以
上
率
に
近

似
し
て
い
る
た
め
、
陸
海
軍
史
料
上
の
入
営
者
数
の
計
算
過
程
が
示
す
よ
う
に
、
第
二
補
充
兵
が
中
心
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
よ
り
、
分
析
対
象
は
少
な
い
が
、
個
別
大
学
に
お
け
る
十
八
臨
徴
結
果
も
、
受
検
者
を
分
母
と
し
た
場
合
、
体
格
等
位
比

率
が
陸
海
軍
史
料
上
の
比
率
と
同
じ
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
体
格
等
位
判
定
は
役
種
の
決
定
と
結
び
つ
き
、
役
種
は
入
営

状
況
に
関
係
す
る
。
特
に
、
現
役
兵
率
が
約
八
割
と
い
う
こ
と
は
入
営
延
期
対
象
外
学
部
学
科
の
学
生
の
入
営
率
の
下
限
が
八
割

で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
実
際
の
入
隊
率
は
乙
種
以
上
率
に
近
い
約
九
割
の
た
め
、
陸
海
軍
史
料
が
示
す
よ
う
に
、
基
本
的

に
第
二
補
充
兵
は
召
集
さ
れ
、
第
二
国
民
兵
の
一
部
も
召
集
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
陸
海
軍
史
料
上
の
十
八
臨
徴
に
関
す
る
各
種
数
字
を
、
文
書
の
作
成
時
期
か
ら
、
陸
海
軍
が
共
有
し
て
い
た
見
積

数
、
陸
軍
省
内
で
報
告
さ
れ
た
速
報
値
、「
業
務
詳
報
」
上
の
暫
定
値
、「
徴
兵
事
務
状
況
」
上
の
確
定
値
に
分
け
て
分
析
し
た
。

そ
の
結
果
、
入
営
者
は
見
積
数
と
速
報
値
が
約
六
万
人
、
暫
定
値
が
六
二
、三
六
五
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
入
営

者
数
の
確
定
値
は
不
明
だ
が
、
受
検
者
数
、
現
役
兵
数
な
ど
の
共
通
項
目
で
は
、
速
報
値
、
暫
定
値
、
確
定
値
に
大
き
な
乖
離
は

な
く
、
最
終
的
な
入
営
者
数
も
速
報
値
と
暫
定
値
か
ら
大
き
く
乖
離
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
最
狭
義
の
学
徒
出
陣
の
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入
営
者
数
は
、
即
日
帰
郷
者
を
含
み
、
約
六
万
人
、
う
ち
海
軍
入
営
者
一
五
、五
三
三
人
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
体
格
等
位
判
定
と
役
種
が
入
営
状
況
に
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
に
着
目
し
、
役
種
率
を
通
じ
て
、
陸
海
軍
史
料
上
の
全

体
の
実
績
が
、
個
別
大
学
の
実
績
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
特
に
、
現
役
兵
率
が
約
八
割
と
い
う
こ
と
は
、
入
営
延

期
対
象
外
学
徒
の
入
営
率
の
下
限
が
八
割
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
、
第
二
補
充
兵
は
基
本
的
に
召
集
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
入
営
率
は
約
九
割
ま
で
上
昇
す
る
。
第
一
乙
種
以
上
を
現
役
兵
と
す
る
一
九
四
三
年
の
一
般
徴
兵
検
査
、
第
三

乙
種
以
上
を
現
役
兵
と
す
る
一
九
四
四
年
以
降
の
徴
兵
検
査
の
間
に
あ
っ
て
、
十
八
臨
徴
で
は
第
二
乙
種
以
上
を
現
役
兵
と
し
、

第
三
乙
種
の
第
二
補
充
兵
も
基
本
的
に
召
集
し
た
。
一
九
四
〇
年
以
降
の
乙
種
以
上
率
は
九
割
前
後
で
あ
り
、
入
営
対
象
を
乙
種

以
上
と
す
れ
ば
入
営
率
は
九
割
に
な
る
。
十
八
臨
徴
は
、
形
式
的
に
は
同
年
の
一
般
徴
兵
検
査
と
の
均
衡
に
配
慮
を
示
し
た
が
、

実
質
的
に
は
翌
年
以
降
の
徴
兵
検
査
で
意
図
さ
れ
た
、
入
営
率
九
割
の
先
駆
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
提
示
さ
れ
た
主
な
入
営
者
数
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、
軍
関
係
者
の
提
示
数
は
、
そ
の
意
味
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
蝦
名
が
提
示
し
た
陸
軍
入
隊
者
数
は
「
業
務
詳
報
」
上
の
陸
軍
現
役
兵
と
第
二
補
充
兵
の
和
八
〇
、九
三
一
人
、

海
軍
入
隊
者
数
は
「
海
軍
予
備
学
生
採
用
員
数
調
」
の
一
九
四
三
年
度
採
用
総
数
一
七
、九
〇
七
人
と
一
致
す
る
。
だ
が
、
陸
軍

入
隊
者
数
は
入
営
延
期
者
を
控
除
し
て
お
ら
ず
、
海
軍
入
隊
者
数
は
九
月
卒
業
生
を
含
む
一
方
で
、
予
備
生
徒
・
見
習
尉
官
の
採

用
者
と
銓
衡
試
験
不
合
格
者
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
い
ず
れ
も
過
大
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
蝦
名
が
提
示
し
た
入
隊
者
数
は
否
定
さ
れ

る
。
ま
た
、
松
木
が
記
し
た
徴
集
人
員
九
・
六
万
人
は
、「
業
務
詳
報
」
上
の
陸
海
軍
現
役
兵
と
第
二
補
充
兵
の
和
九
五
、九
三
一

人
の
概
数
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
昭
和
十
八
年
臨
時
徴
兵
検
査
規
則
」
に
よ
る
現
役
及
び
第
二
補
充
兵
役
編
入
者
が
約

九
・
六
万
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

続
い
て
、
実
態
調
査
等
に
基
づ
く
推
計
値
と
一
万
人
以
上
乖
離
す
る
理
由
を
考
察
す
る
。
蜷
川
の
推
計
値
約
四
・
九
万
人
と
は
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約
一
・
一
万
人
乖
離
す
る
。
蜷
川
は
学
校
種
別
、
学
年
別
の
在
学
者
数
に
平
均
受
検
率
を
乗
じ
て
受
検
者
数
を
九
一
、四
六
九
人

と
推
計
し
た
が
、
実
際
の
受
検
者
数
よ
り
も
一
一
、五
六
九
人
少
な
い
。
受
検
者
の
九
〇
％
が
乙
種
以
上
に
判
定
さ
れ
、
そ
の
六

五
％
が
入
隊
し
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
入
隊
者
数
は
六
、七
六
八
人
増
加
す
る
。
残
り
の
差
は
入
隊
率
に
起
因
す
る
。
次
に
、
西
山

の
推
計
値
約
四
・
七
万
人
と
は
約
一
・
三
万
人
乖
離
す
る
。
学
校
種
別
の
入
営
対
象
在
学
者
数
に
学
校
種
別
の
平
均
入
隊
率
を
乗

じ
て
推
計
す
る
方
法
で
、
在
学
者
数
の
精
度
は
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
乖
離
の
理
由
は
入
隊
率
に
よ
る
。
入
隊
率
は
受
検
率
、
体

格
等
位
判
定
、
入
営
延
期
者
数
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
の
影
響
を
受
け
る
。
入
営
対
象
学
部
・
学
科
の
在
学
者
を
分
母
と
す
る
推

計
値
は
、
入
営
延
期
者
数
の
影
響
を
排
除
す
る
が
、
徴
兵
適
齢
未
満
者
な
ど
十
八
臨
徴
対
象
外
の
者
を
含
む
た
め
、
受
検
率
の
影

響
を
受
け
る
。
一
方
で
、
受
検
者
を
分
母
と
す
る
陸
海
軍
史
料
上
の
入
営
者
数
は
、
過
去
の
徴
兵
検
査
の
戊
種
判
定
者
や
進
学
準

備
中
の
者
な
ど
、
在
学
者
以
外
の
者
を
含
む
た
め
、
在
学
者
数
を
分
母
と
す
る
入
隊
者
数
を
確
実
に
上
回
る
。
ま
た
、
入
隊
の
定

義
に
即
日
帰
郷
を
含
む
か
否
か
も
入
隊
率
に
影
響
す
る
。
陸
海
軍
史
料
上
で
は
即
日
帰
郷
者
は
入
営
者
扱
い
だ
が
、
各
学
校
で
は

残
留
者
扱
い
の
可
能
性
が
あ
る
。
十
八
臨
徴
で
は
、
現
役
兵
を
第
二
乙
種
ま
で
拡
大
し
、
第
二
補
充
兵
、
第
二
国
民
兵
も
召
集
す

る
方
針
と
し
た
た
め
、
過
去
の
徴
兵
検
査
に
比
べ
、
即
日
帰
郷
率
が
高
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
実
態
調
査
等
で
即
日
帰

郷
者
を
残
留
者
扱
い
と
し
た
場
合
の
入
隊
率
は
、
陸
海
軍
史
料
上
の
入
営
率
よ
り
低
く
な
る
た
め
、
陸
海
軍
史
料
上
の
入
営
者
数

と
実
態
調
査
等
に
基
づ
く
入
隊
者
数
の
乖
離
の
一
因
と
な
る
。

最
後
に
、
陸
海
軍
史
料
上
の
数
字
は
全
体
の
実
績
で
あ
り
、
学
校
種
、
学
校
、
学
部
、
学
科
ご
と
の
固
有
の
事
情
は
捨
象
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
全
体
像
や
平
均
は
、
乖
離
の
程
度
を
通
じ
て
、
当
該
学
校
、
学
部
、
学
科
ご
と
の
固
有
の
事
情
を
明
ら
か
に

す
る
手
掛
か
り
に
も
な
り
得
る
と
考
え
る
。
一
方
で
、
陸
海
軍
史
料
上
の
入
営
者
数
は
即
日
帰
郷
者
を
含
む
と
い
う
課
題
が
あ

り
、
よ
り
実
態
に
迫
る
上
で
、
各
学
校
に
お
け
る
実
態
調
査
等
が
手
掛
か
り
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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※
本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
日
、
二
日
に
開
催
さ
れ
た
学
徒
出
陣
七
五
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
研
究
報
告
「
慶
應
義
塾
と
戦
争
」
に
お
け

る
報
告
「
陸
海
軍
史
料
に
見
る
�
学
徒
出
陣
�
―
―
在
学
徴
集
延
期
停
止
の
背
景
と
昭
和
十
八
年
臨
時
徴
兵
検
査
」
を
も
と
に
、
入
営
者
数

に
焦
点
を
当
て
大
幅
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。「
学
徒
出
陣
」
の
背
景
は
別
の
機
会
に
詳
述
す
る
。

注（
1
）
ま
ず
兵
役
法
改
正
（
一
九
四
三
年
法
律
第
一
一
〇
号
）
で
入
営
延
期
制
を
新
設
し
、
次
い
で
、「
修
学
継
続
の
為
の
入
営
延
期
等
に
関

す
る
件
」（
同
陸
軍
省
令
第
五
四
号
）、「
入
営
（
召
集
）
を
延
期
す
べ
き
学
校
及
び
入
営
（
召
集
）
を
延
期
す
べ
き
期
間
」（
同
陸
軍
省
告

示
第
五
四
号
）
で
入
営
延
期
対
象
の
学
校
・
学
部
・
学
科
と
入
営
延
期
期
間
を
定
め
た
。
そ
の
後
も
、
陸
軍
省
令
と
陸
軍
省
告
示
は
改
正

を
重
ね
た
。

（
2
）
中
井
良
太
郎
『
通
俗
逐
條
講
話
兵
役
法
詳
解
』（
織
田
書
店
、
一
九
二
八
年
）
一
六
〇
頁
。

（
3
）
本
稿
で
は
、
兵
役
法
（
一
九
二
七
年
法
律
第
四
七
号
）、
兵
役
法
施
行
令
（
同
勅
令
第
三
三
〇
号
）、
兵
役
法
施
行
規
則
（
同
陸
軍
省
令

第
二
四
号
）
の
条
番
号
を
示
す
際
、
そ
れ
ぞ
れ
、
法
、
令
、
則
と
略
記
す
る
。

（
4
）
現
役
に
就
い
た
者
を
軍
隊
に
召
致
す
る
行
政
処
分
を
入
営
、
補
充
兵
、
国
民
兵
等
を
軍
隊
に
召
致
す
る
行
政
処
分
を
召
集
と
い
う
。
本

稿
で
は
、「
入
営
（
召
集
）
延
期
」
の
対
義
語
も
入
営
（
先
行
研
究
へ
の
言
及
や
志
願
に
よ
る
場
合
等
は
入
隊
）
と
表
記
す
る
。

（
5
）
前
掲
注
（
2
）
中
井
『
通
俗
逐
條
講
話
兵
役
法
詳
解
』
二
三
二
頁
。

（
6
）
「
学
徒
出
陣
」
と
い
う
言
葉
は
、
当
初
一
九
四
三
年
九
月
繰
上
卒
業
生
が
陸
海
軍
に
入
隊
す
る
事
象
に
使
わ
れ
、
ま
た
、
一
九
四
一
年

一
二
月
か
ら
始
ま
っ
た
在
学
・
修
業
年
限
短
縮
に
よ
り
、
以
後
の
繰
上
卒
業
生
は
、
本
来
の
在
学
・
修
業
年
限
な
ら
ば
在
学
生
に
あ
た
る

時
期
に
、
卒
業
生
と
し
て
陸
海
軍
に
入
隊
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
卒
業
生
の
入
隊
を
含
め
る
広
義
の
立
場
も
あ
る
。「
学
徒
出
陣
」
と
い

う
言
葉
の
由
来
や
定
義
は
、
西
山
伸
「�
学
徒
出
陣
�
研
究
序
説
」（
辻
本
雅
史
編
『
知
の
伝
達
メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
研
究
―
―
教
育
史
像
の

再
構
築
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
二
七
八
〜
二
八
七
頁
に
詳
し
い
。
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（
7
）
一
九
二
三
年
一
二
月
二
日
以
後
の
出
生
者
は
、
徴
兵
適
齢
が
満
二
〇
歳
か
ら
満
一
九
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
一
般
徴
兵
検
査
受
検
を
受

検
し
た
が
、
多
く
は
徴
兵
と
し
て
で
は
な
く
初
級
幹
部
候
補
者
（
陸
軍
特
別
甲
種
幹
部
候
補
生
、
陸
軍
特
別
操
縦
見
習
士
官
、
海
軍
予
備

学
生
・
生
徒
、
海
軍
見
習
尉
官
等
）
と
し
て
入
隊
し
た
。
ま
た
、
一
九
四
五
年
四
月
か
ら
教
員
養
成
の
た
め
の
学
校
等
の
文
科
が
入
営
延

期
対
象
外
と
な
っ
た
。
西
山
伸
「
戦
争
末
期
の
�
学
徒
出
陣
�」（『
近
代
日
本
研
究
』
第
三
五
巻
、
二
〇
一
九
年
二
月
）
参
照
。

（
8
）
「
陸
軍
ノ
秘
密
書
類
ニ
関
ス
ル
件
」（
一
九
三
三
年
二
月
一
八
日
、
陸
達
第
二
号
）
第
二
条
、
第
三
条
。
陸
軍
秘
密
書
類
取
扱
規
則
（
一

九
三
三
年
二
月
一
八
日
、
陸
普
第
八
五
〇
号
）
第
二
条
、
第
三
条
。
海
軍
機
密
書
類
取
扱
規
則
（
一
九
一
八
年
一
二
月
一
七
日
制
定
、
内

令
第
四
一
七
号
）
第
三
条
、
第
五
条
。
こ
れ
ら
は
中
野
目
徹
・
熊
本
史
雄
編
『
近
代
日
本
公
文
書
管
理
制
度
史
料
集

中
央
行
政
機
関

編
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。

（
9
）
加
藤
聖
文
「
敗
戦
時
に
お
け
る
公
文
書
焼
却
の
再
検
討
―
―
機
密
文
書
と
兵
事
関
係
文
書
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要

ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
研
究
篇
』
第
五
〇
巻
、
第
一
五
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）。

（
10
）
長
谷
川
優
也
「
旧
陸
軍
の
秘
密
書
類
管
理
制
度
と
終
戦
前
後
の
文
書
焼
却
」（『
軍
事
史
学
』
第
二
二
一
号
、
二
〇
二
〇
年
六
月
）。

（
11
）
「
美
山
要
蔵
宣
誓
供
述
書
陸
軍
省
資
料
の
処
置
（
陸
軍
秘
密
書
類
取
扱
規
定
）」（「
Ａ
級
極
東
国
際
軍
事
裁
判
弁
護
関
係
資
料
四
六
三
・

第
五
類
（
ロ
）
そ
の
一
七
三
五
〜
一
七
四
九
」
所
収
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵：

平
一
一
法
務
〇
三
〇
三
二
一
〇
〇
）。

（
12
）
昭
和
期
の
兵
役
に
関
す
る
事
務
は
、
軍
務
局
徴
募
課
、
人
事
局
徴
募
課
を
経
て
、
一
九
三
九
年
一
月
以
降
は
兵
務
局
兵
備
課
が
所
掌
し

た
。

（
13
）
終
戦
前
後
の
公
文
書
等
焼
却
に
関
す
る
代
表
的
な
研
究
と
し
て
、
吉
田
裕
「
公
文
書
の
焼
却
と
隠
匿
」（『
季
刊

戦
争
責
任
研
究
』
第

一
四
号
、
一
九
九
六
年
九
月
、
後
に
『
現
代
歴
史
学
と
戦
争
責
任
』（
青
木
書
店
、
一
九
九
七
年
）
所
収
）、
原
剛
「
陸
海
軍
文
書
の
焼
却

と
残
存
」（『
日
本
歴
史
』
第
五
九
八
号
、
一
九
九
八
年
三
月
）、
田
中
宏
巳
「
解
説

米
議
会
図
書
館
（
Ｌ
Ｃ
）
所
蔵
の
旧
陸
海
軍
資
料

に
つ
い
て
」（
田
中
宏
巳
編
『
米
議
会
図
書
館
所
蔵
占
領
接
収
旧
陸
海
軍
資
料
総
目
録
』
東
洋
書
林
、
一
九
九
五
年
、iv

〜xxiv

頁
）
な

ど
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
山
田
敏
之
「
国
の
機
関
に
お
け
る
公
文
書
の
保
存
に
つ
い
て
」（
国
立
国
会
図
書
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
編
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『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
第
八
三
六
号
、
二
〇
二
〇
年
九
月
）
は
、
陸
海
軍
を
含
む
国
の
機
関
が
保
管
し
て
い
た
一
九
四
五
年
以
前
の
公
文
書

に
つ
い
て
、
機
関
別
の
保
存
状
況
を
整
理
し
、
文
書
喪
失
の
原
因
等
を
論
じ
て
い
る
。

（
14
）
蝦
名
賢
造
『
海
軍
予
備
学
生
』（
図
書
出
版
社
、
一
九
七
七
年
）
一
六
五
頁
。

（
15
）
蜷
川
寿
恵
「
学
徒
出
陣
の
検
証
」（『
日
本
歴
史
』
第
五
七
八
号
、
一
九
九
六
年
七
月
）。

（
16
）
松
木
秀
満
「
陸
軍
兵
備
（
後
編
）
其
二
」
一
九
七
六
年
一
月
（
防
衛
研
究
所
所
蔵：

中
央
―
軍
事
行
政
動
員
・
編
成
―
四
〇
）。

（
17
）
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
部
『
戦
史
叢
書
九
九

陸
軍
軍
戦
備
』（
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
）「
序
」、
五
一
八
頁
の
注
三
八
二
。

（
18
）
同
三
八
四
頁
。

（
19
）
蜷
川
寿
恵
『
学
徒
出
陣

戦
争
と
青
春
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
六
〇
〜
六
七
頁
。
な
お
、『
文
部
省
第
七
十
一
年
報
』
を
用

い
た
推
計
を
最
初
に
行
っ
た
の
は
安
田
武
で
あ
り
、
一
九
四
三
年
三
月
現
在
の
在
学
者
数
に
出
身
校
の
推
定
入
隊
率
を
乗
じ
て
約
一
二
、

三
万
人
と
し
た
が
、
本
人
も
「
か
な
り
大
雑
把
な
も
の
」
と
添
え
て
い
る
。
安
田
武
『
学
徒
出
陣
』（
三
省
堂
、
一
九
六
七
年
初
版
、
一

九
七
七
年
新
版
）
一
一
〇
〜
一
一
二
頁
。

（
20
）
西
山
伸
「
徴
集
猶
予
停
止
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
」（『
京
都
大
学
大
学
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
一
四
号
、
二
〇
一
六
年

三
月
）。

（
21
）
『
文
部
省
第
七
一
年
報
』
は
し
が
き
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵：

平
一
九
文
科
九
〇
一
二
四
一
〇
〇
）。

（
22
）
前
掲
注
（
6
）
西
山
「�
学
徒
出
陣
�
研
究
序
説
」
二
九
四
〜
二
九
五
頁
、
二
九
九
頁
の
注
四
四
。

（
23
）
前
掲
注
（
20
）
西
山
「
徴
集
猶
予
停
止
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
」。

（
24
）
前
掲
注
（
15
）
蜷
川
「
学
徒
出
陣
の
検
証
」。

（
25
）
学
徒
兵
懇
話
会
編
『
新
編
検
証

陸
軍
学
徒
兵
の
資
料
』（
学
徒
兵
懇
話
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
九
三
〜
九
五
頁
。
な
お
、
初
版
は
陸
軍

学
徒
兵
の
資
料
編
纂
委
員
会
編
『
検
証
・
陸
軍
学
徒
兵
の
資
料
』
と
し
て
一
九
九
三
年
発
行
、
増
補
・
改
訂
版
は
一
九
九
九
年
発
行
。

（
26
）
本
稿
で
は
、
陸
海
軍
が
調
製
し
た
書
類
及
び
陸
海
軍
人
が
作
成
し
た
私
文
書
並
び
に
こ
れ
ら
の
複
製
物
を
陸
海
軍
史
料
と
表
記
す
る
。
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『
官
庁
刊
行
図
書
目
録
』
に
登
載
実
績
の
あ
る
図
書
を
含
む
。

（
27
）
二
〇
〇
一
年
一
一
月
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
開
設
。
二
〇
〇
五
年
四
月
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
運
用
開
始
。
防
衛

研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
二
〇
一
一
年
九
月
か
ら
「
公
開
史
料
目
録
」（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
の
掲
載
を
開
始
し
、
二
〇
一
六
年
に
は
「
戦
史

史
料
・
戦
史
叢
書
検
索
」
を
開
設
し
た
。
ま
た
、
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
史
料
閲
覧
室
内
の
「
戦
史
シ
ス
テ
ム
情
報
検
索
端
末
」
で
は
よ
り

多
く
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
閲
覧
で
き
る
。

（
28
）
「
陸
軍
秘
密
書
類
取
扱
規
則
に
依
ら
ざ
る
陸
軍
秘
密
文
書
の
標
記
及
取
扱
に
関
す
る
件
」（JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）

Ref.C01004504600

、「
密
大
日
記

第
一
一
冊

昭
和
一
三
年
」、
防
衛
研
究
所
）。
他
の
法
定
機
秘
密
書
類
を
含
む
標
記
要
領
は
「
陸

普
第
三
五
二
二
号

秘
密
書
類
、
同
文
書
等
の
標
記
に
関
す
る
件
陸
軍
一
般
へ
通
牒

昭
和
一
八
年
七
月
一
六
日
（
一
）」（JA

CA
R
:C

14060233600

、「
陸
軍
機
秘
密
書
類
に
関
す
る
綴

昭
和
八
〜
一
九
年
」、
防
衛
研
究
所
）
参
照
。

（
29
）
前
掲
注
（
2
）
中
井
『
通
俗
逐
條
講
話
兵
役
法
詳
解
』
一
七
五
〜
一
七
六
頁
。

（
30
）
陸
軍
管
区
の
変
更
に
と
も
な
い
、
一
九
四
〇
年
に
軍
管
区
―
師
管
―
連
隊
区
、
一
九
四
五
年
に
軍
管
区
―
師
管
区
―
連
隊
区
に
変
化
し

た
。
ま
た
、
朝
鮮
・
台
湾
・
満
州
に
軍
管
区
が
設
け
ら
れ
る
と
、
連
隊
区
に
相
当
す
る
兵
事
区
が
設
け
ら
れ
た
。
徴
兵
事
務
を
担
う
徴
兵

官
も
こ
れ
に
応
じ
て
変
化
し
た
。

（
31
）
兵
役
法
施
行
令
改
正
（
一
九
四
三
年
勅
令
第
九
六
一
号
）
附
則
に
よ
っ
て
、「
毎
年
徴
集
ス
ベ
キ
現
役
兵
及
第
一
補
充
ノ
員
数
」
を
受

検
者
の
体
格
等
位
を
基
礎
と
し
て
定
め
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
一
九
四
四
年
徴
集
以
降
、
内
地
人
は
乙
種
以
上
全
て
を
現
役
兵
と
し
て

定
め
、
朝
鮮
・
台
湾
出
身
者
は
所
要
現
役
兵
の
残
余
の
乙
種
を
第
一
補
充
兵
と
し
て
定
め
た
。
た
だ
し
、
海
軍
、
朝
鮮
出
身
者
、
台
湾
出

身
者
の
現
役
兵
数
は
実
数
で
定
め
た
。
一
九
四
四
年
徴
集
は
「
現
役
兵
及
第
一
補
充
兵
ノ
配
賦
ニ
関
ス
ル
件
」（
一
九
四
四
年
二
月
一
二

日
、
陸
密
第
五
一
三
号
）、
一
九
四
五
年
徴
集
は
「
同
」（
一
九
四
四
年
一
一
月
八
日
、
同
四
七
七
八
号
）、
い
ず
れ
も
「
部
隊
資
料

徴

集
現
役
兵
及
第
一
補
充
兵
配
布
表
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵：

平
二
九
厚
労
〇
二
一
二
九
一
〇
〇
）
所
収
。

（
32
）
前
掲
注
（
17
）『
戦
史
叢
書
九
九

陸
軍
軍
戦
備
』
八
一
、
一
〇
三
頁
。
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（
33
）
前
掲
注
（
31
）「
部
隊
資
料

徴
集
現
役
兵
及
第
一
補
充
兵
配
布
表
」。

（
34
）
「
徴
兵
事
務
報
告
規
程
改
正
の
件
」（JA

CA
R
:C01001029600

、「
永
存
書
類
甲
輯
第
二
類
第
一
冊

昭
和
三
年
」、
防
衛
研
究
所
）。

一
九
四
五
年
四
月
一
八
日
を
最
終
加
除
日
と
す
る
「
現
行
兵
事
法
令
集
（
台
本
）」
に
は
一
九
四
四
年
二
月
改
正
版
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
兵
役
之
部
／
徴
兵
事
務
報
告
規
程
（
一
）」（JA

CA
R
:C13070797400

、
第
20
画
像
目
、「
現
行
兵
事
法
令
集
（
台
本
）」、
防
衛
研
究

所
）。

（
35
）
「
徴
集
人
員
表
、
徴
兵
表
並
徴
兵
事
務
摘
要
の
件
」（JA
CA
R
:C01003841200

、「
密
大
日
記

第
一
冊

昭
和
四
年
」、
防
衛
研
究

所
）。

（
36
）
『
徴
兵
事
務
摘
要
』
は
、
送
付
の
た
め
の
決
裁
文
書
と
「
受
検
壮
丁
体
格
表
」
の
掲
載
状
況
か
ら
、
一
九
三
七
年
版
か
ら
一
九
三
九
年

版
ま
で
は
別
冊
を
設
け
、
一
九
四
〇
年
版
か
ら
再
び
一
冊
に
戻
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
三
八
年
版
（
別
冊
）、
一
九
三
九
年
版
（
通

常
版
・
別
冊
）、
一
九
四
一
年
臨
時
徴
兵
検
査
版
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
な
お
、「
受
検
壮
丁
体
格
表
」
の
総
数
は
『
陸
軍
省
統

計
年
報
』
上
の
受
検
人
員
と
一
致
し
て
い
る
た
め
、
受
検
人
員
を
知
る
上
で
も
有
益
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
九
三
五
年
版
、
一
九
三
六
年

版
の
『
陸
軍
省
統
計
年
報
』
は
受
検
人
員
か
ら
身
長
測
定
不
能
者
を
控
除
し
た
人
数
を
検
査
人
員
と
し
て
、
両
者
を
区
別
し
て
い
る
。
徴

兵
関
係
の
統
計
は
、
吉
良
芳
恵
「
徴
兵
忌
避
者
と
所
在
不
明
者
―
―
史
料
か
ら
ど
う
せ
ま
る
か
」（
荒
川
章
二
・
河
西
英
通
・
坂
根
嘉
弘

編
『
地
域
の
な
か
の
軍
隊
』
八
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
）
三
〇
〜
四
九
頁
、
軍
事
統
計
は
、
原
田
敬
一
「
良
兵
・
皇
軍
・
聖
戦

―
―
日
本
の
軍
隊
を
問
う
」（
林
博
史
・
原
田
敬
一
・
山
本
和
重
編
『
同
』
九
巻
、
二
〇
一
五
年
）
一
六
〇
〜
二
三
七
頁
に
詳
し
い
。

（
37
）
一
九
三
四
年
分
ま
た
は
一
九
三
五
年
分
か
ら
「
徴
兵
事
務
状
況
」
に
変
更
さ
れ
た
。「
徴
集
人
員
表
、
徴
兵
表
並
徴
兵
事
務
摘
要
の
件
」

（JA
CA
R
:C01001148500

、「
永
存
書
類
甲
輯
第
二
類

昭
和
五
年
」、
防
衛
研
究
所
）、「
全
国
徴
兵
事
務
状
況
の
件
」（JA

CA
R
:C

01004150700

、「
密
大
日
記

第
二
冊

共
八
冊

昭
和
一
一
年
」、
防
衛
研
究
所
）。

（
38
）
一
般
徴
兵
検
査
で
は
「
配
布
シ
タ
ル
要
員
」、
臨
時
徴
兵
検
査
で
は
「
徴
集
シ
タ
ル
兵
員
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

（
39
）
管
見
の
限
り
、
一
九
三
四
年
、
一
九
四
〇
年
、
一
九
四
四
年
分
は
見
当
た
ら
な
い
。
例
年
、
徴
集
年
の
翌
年
五
月
頃
に
上
奏
さ
れ
た
た
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め
、
一
九
四
五
年
分
は
調
製
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
40
）
草
稿
は
一
九
四
六
年
五
月
に
起
稿
さ
れ
た
が
、
徴
兵
検
査
に
言
及
し
た
第
二
章
第
四
節
第
一
項
「
陸
軍
兵
力
ノ
増
加
及
兵
員
資
源
ノ
概

要
」
は
、
一
九
四
五
年
一
二
月
二
三
日
付
「
日
本
軍
兵
力
ニ
関
ス
ル
件
」
に
基
づ
く
。
第
一
復
員
省
「
日
本
軍
兵
力
に
関
す
る
件
」

（JA
CA
R
:C14020000300

、
防
衛
研
究
所
）、
第
一
復
員
省
総
務
課
「
支
那
事
変
大
東
亜
戦
争
間

動
員
概
史
（
草
稿
）」（JA

CA
R
:C

14010645200

、
防
衛
研
究
所
）、
参
謀
本
部
編
制
動
員
課
動
員
班
員
編
・
大
江
志
乃
夫
解
説
『
支
那
事
変
大
東
亜
戦
争
間
動
員
概
史
』

（
不
二
出
版
、
一
九
八
八
年
）。
ま
た
、
動
員
概
史
を
要
約
し
た
国
民
経
済
研
究
協
会
「
戦
時
国
民
動
員
史

第
二
編

兵
力
動
員
」（
一

九
四
六
年
九
月
謄
写
版
）
を
典
拠
と
す
る
統
計
書
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
東
洋
経
済
新
報
社
編
『
完
結

昭
和
国
勢
総
覧
』
第
三
巻
（
東

洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
一
年
）、
五
三
五
〜
五
三
九
頁
等
。

（
41
）
加
藤
陽
子
『
徴
兵
制
と
近
代
日
本
―
―
一
八
六
八
―

一
九
四
五
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）
六
六
、
二
三
五
頁
。

（
42
）
公
文
書
専
門
官
室
「�
公
文
書
の
接
収
、
返
還
、
未
返
還
台
帳
�（
内
閣
関
係
）
に
つ
い
て
」（
国
立
公
文
書
館
編
『
北
の
丸
』
第
三
四

号
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
）。「
陸
軍
省
公
文
雑
纂

昭
和
一
九
」（JA

CA
R
:C15120175800

、
防
衛
研
究
所
）
及
び
原
本
（
防
衛
研
究

所
所
蔵：

中
央
―
軍
事
行
政
そ
の
他
―
二
〇
五
）
に
添
付
さ
れ
た
史
料
経
歴
票
に
よ
る
。
な
お
、
一
九
五
八
年
返
還
の
内
閣
関
係
の
被
接

収
公
文
書
は
、
基
本
的
に
一
九
六
二
年
に
防
衛
庁
経
由
で
内
閣
に
戻
り
、
そ
の
後
、
総
理
府
か
ら
国
立
公
文
書
館
に
移
管
さ
れ
た
。

（
43
）
陸
軍
大
臣
官
房
「
大
東
亜
戦
争
に
関
す
る
昭
和
一
七
年
第
一
次
業
務
詳
報
提
出
期
日
の
件
」
一
九
四
二
年
三
月
二
日
（JA

CA
R
:C

06030011500

、「
昭
和
一
七
年

陸
亜
普
大
日
記
第
三
号
」、
防
衛
研
究
所
）。

（
44
）
一
九
四
一
年
一
二
月
七
日
以
前
が
「
支
那
事
変
業
務
詳
報
」、
八
日
以
降
が
「
大
東
亜
戦
争
業
務
詳
報
」。

（
45
）
原
本
は
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
援
護
・
業
務
課
が
保
管
し
、「
支
那
事
変
業
務
詳
報
（
服
役
及
補
充
関
係
事
項
）」
と
い
う
一
冊
の

簿
冊
に
編
綴
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
一
九
年
九
月
一
二
日
付
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
付
文
書
回
答
）。
本
稿
で
は
、
一
九
七
〇
年
に

防
衛
研
修
所
戦
史
部
が
厚
生
省
か
ら
借
用
し
て
複
製
し
た
資
料
を
用
い
た
。「
大
東
亜
戦
争
業
務
詳
報
（
服
役
関
係
事
項
）
自
昭
和
十
八

年
一
月
至
昭
和
十
八
年
十
二
月
」（
防
衛
研
究
所
所
蔵：

中
央
―
軍
事
行
政
そ
の
他
―
八
三
）。
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（
46
）
一
九
三
八
年
の
陸
軍
現
役
兵
数
は
「
業
務
詳
報
」
の
方
が
三
〇
〇
人
多
い
が
、「
配
布
表
」
上
で
配
布
員
数
外
の
陸
軍
特
別
志
願
兵
を

含
む
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

（
47
）
一
九
四
二
年
徴
集
以
降
は
必
要
数
が
増
え
た
た
め
、
毎
回
、
陸
海
軍
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
『
戦
史
叢
書

八
八

海
軍
軍
戦
備
二
』（
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
）
二
二
三
〜
二
二
四
頁
。

（
48
）
「
徴
募

志
願
兵
徴
募
（
同
報
告
）
徴
兵

短
期
現
役
兵
（
一
八
）」（JRA

CA
R
:C05022629400

、
第
37
〜
46
画
像
目
、「
公
文
備

考

昭
和
八
年

Ｂ

人
事

巻
二
九
」、
防
衛
研
究
所
）。

（
49
）
『
官
庁
刊
行
図
書
目
録
』
は
機
密
図
書
を
登
載
し
な
い
た
め
、『
徴
兵
事
務
摘
要
』
は
一
九
三
七
年
版
以
降
非
登
載
で
あ
る
。『
海
軍
徴

兵
摘
要
』
は
、
一
九
一
九
年
版
か
ら
一
九
二
二
年
版
を
防
衛
研
究
所
が
、
一
九
二
五
年
版
、
一
九
二
七
年
版
か
ら
一
九
三
三
年
版
を
昭
和

館
が
所
蔵
し
、
後
者
に
は
海
軍
大
学
校
の
接
受
印
が
あ
る
。

（
50
）
防
衛
研
修
所
戦
史
部
「
末
国
正
雄
先
生
講
話
集
・
海
軍
を
語
る
」（
一
九
九
八
年
）
五
五
頁
、
靖
国
偕
行
文
庫
に
て
閲
覧
。

（
51
）
海
軍
省
人
事
局
別
室
「
各
種
人
員
統
計
表
」
一
九
四
二
年
二
月
（「
海
軍
省
人
事
局
関
連
史
料
（
軍
人
養
成
関
係
）」
所
収
、
防
衛
研
究

所
所
蔵：

①
中
央
―
そ
の
他
―
一
八
四
）。
末
国
が
共
同
執
筆
者
の
『
戦
史
叢
書
』
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史

室
『
戦
史
叢
書
三
一

海
軍
軍
戦
備
一
』（
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
六
九
年
）
六
三
八
〜
六
六
七
頁
。
前
掲
注
（
47
）『
戦
史
叢
書
八
八

海

軍
軍
戦
備
二
』「
付
表
第
二

そ
の
二

軍
人
増
加
推
移
一
覧
」。

（
52
）
前
掲
注
（
51
）「
海
軍
省
人
事
局
関
連
史
料
（
軍
人
養
成
関
係
）」
所
収
。
な
お
、「
予
備
学
生
生
徒
」
欄
の
数
字
は
、
予
備
学
生
の
数

字
の
転
載
で
、
予
備
生
徒
を
含
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
一
九
四
三
年
徴
集
の
徴
兵
は
、
一
九
四
四
年
四
月
一
日
付
の
数
字
が
更
新
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
入
営
者
数
で
は
な
く
配
布
員
数
で
あ
る
。

（
53
）
兵
役
法
施
行
令
改
正
（
一
九
四
〇
年
勅
令
第
一
二
八
号
）
で
海
軍
の
適
齢
未
満
現
役
志
願
者
も
現
役
兵
の
配
布
要
員
に
充
当
可
能
と

な
っ
た
た
め
、
一
九
四
〇
年
版
か
ら
海
軍
の
適
齢
未
満
現
役
志
願
採
用
者
数
の
掲
載
が
始
ま
り
、
過
去
五
年
分
の
採
用
者
数
も
併
せ
て
記

載
さ
れ
た
。『
徴
兵
事
務
摘
要
』
一
九
四
〇
年
版
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵：

ヨ391
―0133

）。
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（
54
）
一
九
二
二
年
版
か
ら
配
布
員
数
が
極
秘
版
に
移
行
し
、
一
九
三
五
年
版
か
ら
入
営
者
数
も
極
秘
版
に
移
行
し
た
。
一
九
四
〇
年
版
か
ら

『
海
軍
省
統
計
年
報
』
に
名
称
が
変
わ
り
、
配
布
員
数
、
入
営
者
数
は
秘
版
に
記
載
さ
れ
た
。
昭
和
期
の
『
海
軍
省
年
報
』
は
、
徴
集

年
・
入
営
年
、
暦
年
・
会
計
年
度
、
適
齢
未
満
現
役
志
願
者
を
含
む
か
否
か
等
、
統
計
の
対
象
範
囲
が
年
や
鎮
守
府
に
よ
っ
て
異
な
る
た

め
用
い
て
い
な
い
。『
海
軍
省
年
報
』
系
は
、
一
九
三
四
年
版
か
ら
入
営
年
基
準
に
変
更
し
た
た
め
、
徴
集
年
基
準
の
他
の
統
計
と
一
年

の
差
が
あ
る
。

（
55
）
一
九
三
一
年
は
現
役
兵
補
欠
関
係
で
一
人
の
差
が
あ
る
が
、
他
の
年
は
す
べ
て
一
致
す
る
。

（
56
）
海
軍
大
臣
「
臨
時
徴
集
ス
ベ
キ
海
軍
現
役
兵
ノ
件
」
一
九
四
三
年
一
〇
月
二
二
日
（「
海
軍
省
人
事
局

綴
」
所
収
、
防
衛
研
究
所
所

蔵：

⑧
参
考
―
人
事
―
七
六
）。

（
57
）
人
事
局
第
一
課
長
〔
中
瀬
泝
〕「
申
継
覚
」
一
九
四
三
年
一
一
月
六
日
（「
海
軍
省
人
事
局

第
一
課
長
申
継
綴
」
所
収
、
防
衛
研
究
所

所
蔵：

⑧
参
考
―
人
事
―
一
九
三
）。

（
58
）
現
役
兵
の
体
格
等
位
は
徴
兵
事
務
心
得
（
一
九
二
七
年
陸
軍
省
訓
令
第
三
四
号
）
で
定
め
、
一
九
三
八
年
三
月
、
一
九
四
四
年
一
一
月

に
改
正
し
た
。
十
八
臨
徴
は
「
昭
和
十
八
年
臨
時
徴
兵
検
査
ニ
依
リ
徴
集
ス
ヘ
キ
現
役
兵
ノ
配
賦
並
ニ
入
営
等
ニ
関
ス
ル
件
」（
一
九
四

三
年
一
〇
月
九
日
、
陸
密
第
三
六
三
六
号
、
前
掲
注
（
45
）「
大
東
亜
戦
争
業
務
詳
報
（
服
役
関
係
事
項
）
自
昭
和
十
八
年
一
月
至
昭
和

十
八
年
十
二
月
」
所
収
）、
一
九
四
四
年
徴
集
は
前
掲
注
（
31
）「
現
役
兵
及
第
一
補
充
兵
ノ
配
賦
ニ
関
ス
ル
件
」（
陸
密
第
五
一
三
号
）

の
臨
時
規
程
で
対
応
し
た
。

（
59
）
金
原
節
三
・
大
塚
文
郎
著
、
陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
編
『
陸
軍
衛
生
概
史
』（
陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
、
一
九
七
一
年
）
四
六
〜
四
九

頁
。

（
60
）
陸
軍
身
体
規
則
改
正
（
一
九
四
〇
年
陸
軍
省
令
第
三
号
）。「
陸
軍
身
体
検
査
規
則
中
改
正
の
件
」（JA

CA
R
:C01006021900

、「
永

存
書
類

甲
輯

第
五
類

第
二
冊

昭
和
一
五
年
」、
防
衛
研
究
所
）。

（
61
）
各
回
『
徴
兵
事
務
摘
要
』
の
「
受
検
壮
丁
体
格
表
」
参
照
。
一
九
四
〇
年
版
、
一
九
四
二
年
版
、
一
九
四
二
年
臨
時
徴
兵
検
査
版
（
国
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立
公
文
書
館
所
蔵：

ヨ391

―0134

、
ヨ391

―0133

）、
一
九
四
一
年
版
（
総
務
省
統
計
図
書
館
所
蔵
）。
ま
た
、
陸
軍
省
が
連
合
国
軍
総

司
令
部
に
提
出
し
た
報
告
書
に
よ
る
と
、
一
九
四
四
年
、
一
九
四
五
年
は
、
乙
種
以
上
九
一
％
、
丙
種
六
％
、
戊
種
三
％
で
あ
る
。
陸
軍

省
医
務
局
「
日
本
武
装
軍
ノ
健
康
ニ
関
ス
ル
報
告
」
一
九
四
五
年
九
月
五
日
（「
陸
軍
衛
生
関
係
事
項
報
告
」
所
収
、
防
衛
研
究
所
所

蔵：
文
庫
―
柚
―
六
）。

（
62
）
前
掲
注
（
58
）「
昭
和
十
八
年
臨
時
徴
兵
検
査
ニ
依
リ
徴
集
ス
ヘ
キ
現
役
兵
ノ
配
賦
並
ニ
入
営
等
ニ
関
ス
ル
件
」。

（
63
）
前
掲
注
（
57
）「
申
継
覚
」。「
読
売
新
聞
」
一
九
四
三
年
一
〇
月
三
日
付
朝
刊
第
三
面
。

（
64
）
海
軍
省
軍
務
局
長
「
運
営
要
綱
具
体
策
ニ
関
ス
ル
意
見
（
其
ノ
二
）」
一
九
四
三
年
九
月
二
九
日
（JA

CA
R
:A
03023585900

、
第
418

〜
426
画
像
目
、「
公
文
別
録
・
内
閣
・
大
正
十
二
年
〜
昭
和
十
九
年
・
第
七
巻
・
昭
和
十
八
年
」、
国
立
公
文
書
館
）。

（
65
）
中
沢
佑
「
中
沢
軍
令
部
第
一
部
長
ノ
ー
ト

作
戦
参
考
」
一
九
四
三
年
一
〇
月
一
日
頃
（
防
衛
研
究
所
所
蔵：

①
中
央
―
日
誌
回
想
―

三
六
四
）、
原
本
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
。

（
66
）
「
沢
本
頼
雄
海
軍
大
将
業
務
メ
モ
」
一
九
四
三
年
一
一
月
一
一
日
条
（
防
衛
研
究
所
所
蔵：

①
中
央
―
日
誌
回
想
―
八
九
五
）。

（
67
）
「
真
田
穣
一
郎
少
将
日
記
」
一
九
四
三
年
一
〇
月
一
六
〜
二
二
日
頃
（
防
衛
研
究
所
所
蔵：

中
央
―
作
戦
指
導
日
記
―
六
八
）。

（
68
）
「
同
」
一
九
四
三
年
一
〇
月
一
日
条
（
防
衛
研
究
所
所
蔵：

中
央
―
作
戦
指
導
日
記
―
六
七
）。

（
69
）
一
八
九
二
年
陸
軍
省
令
第
三
号
第
四
条
、
一
九
〇
九
年
陸
軍
省
令
第
六
号
第
四
条
、
一
九
二
〇
年
陸
軍
省
令
第
五
号
第
五
条
。
た
だ

し
、
内
部
資
料
で
は
丙
種
を
「
合
格
」
と
表
現
し
て
い
る
。「
第
二
篇

徴
兵
検
査
／
第
六
章

体
格
等
位
」（JA

CAR
:C13120648500

、

「
軍
陣
衛
生
要
務
講
義
録

第
一
巻
」
一
九
四
三
年
七
月
、
防
衛
研
究
所
）
等
。

（
70
）
「
昭
和
一
七
年
五
月

陸
軍
省
医
務
局
医
事
課

徴
兵
身
体
検
査
の
指
導
方
針
並
に
壮
丁
体
力
の
概
要
に
就
て
（
一
）」（JA

CA
R
:C

13120707600

、「
健
兵
対
策
資
料
綴
」、
第
36
画
像
目
、
防
衛
研
究
所
）。

（
71
）
陸
軍
大
臣
「
陸
密
第
二
五
五
六
号

全
国
臨
時
徴
兵
事
務
状
況
の
件
」
一
九
四
四
年
六
月
二
一
日
（JA

CA
R
:C15120178200

、「
陸

軍
省
公
文
雑
纂

昭
和
一
九
」、
防
衛
研
究
所
）。
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（
72
）
同
。

（
73
）
「
業
務
詳
報
」
よ
り
受
検
者
約
七
〇
万
人
、「
徴
兵
事
務
状
況
」
よ
り
現
役
兵
四
二
〇
、八
二
二
人
、
第
一
補
充
兵
一
四
・
五
万
人
。

（
74
）
前
掲
注
（
51
）「
各
種
人
員
統
計
表
」。

（
75
）
一
九
四
四
年
二
月
の
徴
兵
事
務
報
告
規
程
改
正
で
、「
徴
兵
表
」
に
「
修
学
継
続
ノ
為
ノ
入
営
延
期
者
」
欄
が
新
設
さ
れ
た
。
前
掲
注

（
34
）「
兵
役
之
部
／
徴
兵
事
務
報
告
規
程
（
一
）」。

（
76
）
前
掲
注
（
1
）「
修
学
継
続
の
為
の
入
営
延
期
等
に
関
す
る
件
」。

（
77
）
「
大
塚
文
郎
備
忘
録
」
一
九
四
三
年
一
一
月
二
〇
日
条
（
防
衛
研
究
所
所
蔵：

中
央
―
軍
事
行
政
そ
の
他
―
二
四
）
原
本
所
在
不
明
。

（
78
）
「
同
」
一
九
四
三
年
一
一
月
九
日
条
。

（
79
）
「
同
」
一
九
四
三
年
一
二
月
三
日
条
（
防
衛
研
究
所
所
蔵：

中
央
―
軍
事
行
政
そ
の
他
―
二
五
）
原
本
所
在
不
明
。

（
80
）
正
確
に
は
、
現
役
兵
の
場
合
は
即
日
帰
郷
（
法
四
七
条
一
項
）、
補
充
兵
・
国
民
兵
の
場
合
は
召
集
免
除
（
法
六
二
条
四
項
）
と
い
う

が
、
本
稿
で
は
合
わ
せ
て
即
日
帰
郷
と
表
記
す
る
。

（
81
）
慶
應
義
塾
大
学
在
学
中
の
一
九
四
三
年
一
二
月
に
丙
種
で
応
召
し
、
強
制
さ
れ
た
幹
部
候
補
生
試
験
で
白
紙
に
近
い
答
案
を
出
し
不
合

格
と
な
っ
た
小
林
は
、
丙
種
応
召
で
甲
種
幹
部
候
補
生
に
採
用
さ
れ
た
同
期
に
言
及
し
て
い
る
。
小
林
完
太
郎
『
異
説

学
徒
出
陣
』

（
鵬
和
出
版
、
一
九
八
三
年
）、
六
八
、
一
二
三
〜
一
二
九
頁
。

（
82
）
文
部
省
文
書
保
存
及
分
類
規
則
改
正
（
一
九
三
五
年
一
月
七
日
、
文
部
省
訓
令
）
に
よ
る
と
、
文
部
省
文
書
に
は
「（
第
ニ
）
教
育
門
」

―
「（
よ
）
学
生
生
徒
」
―
「（
十
一
）
学
生
生
徒
卒
業
生
兵
役
」
と
い
う
文
書
分
類
が
あ
る
。
し
か
し
、
移
管
さ
れ
た
「（
よ
）
学
生
生

徒
」
部
の
簿
冊
は
一
四
冊
の
み
で
、
そ
の
中
に
「（
十
一
）
学
生
生
徒
卒
業
生
兵
役
」
は
な
い
。「
各
部
事
務
規
程

文
部
省
記
録
規
則
」

（「
大
正
十
二
年
〜
昭
和
二
十
一
年
・
官
房
各
課
事
務
分
掌
規
程
・
各
部
事
務
規
程
」、
国
立
公
文
書
館
所
蔵：

昭
五
九
文
部01137100

―

005

）
所
収
。

（
83
）
特
に
東
北
学
院
大
学
資
料
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
「
主
務
省
関
係
書
類
綴
」
に
は
、
一
九
三
〇
年
か
ら
一
九
五
三
年
ま
で
に
文
部
省
か
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ら
東
北
学
院
に
送
ら
れ
た
文
書
が
多
数
綴
ら
れ
て
い
る
。
河
西
晃
祐
「
東
北
学
院
に
残
さ
れ
た
学
徒
出
陣
史
料
に
つ
い
て
」（『
東
北
学
院

資
料
室
』
第
一
三
号
、
二
〇
一
四
年
四
月
）、
星
洋
和
「
所
蔵
資
料
紹
介
�
往
復
文
書
類
綴
�
と
�
主
務
省
関
係
書
類
綴
�
に
つ
い
て

―
―
学
徒
出
陣
関
係
資
料
を
中
心
に
」（
同
）
参
照
。
文
部
省
に
提
出
し
た
徴
兵
検
査
判
定
調
書
も
残
さ
れ
て
い
る
。「
昭
和
十
八
年
度
臨

時
徴
兵
検
査
判
定
等
ニ
関
ス
ル
件
」（「
主
務
省
関
係
文
書
類
綴

第
二
二
号
」
所
収
、
東
北
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

マ
マ

（
84
）
「
大
学
高
等
学
校
臨
時
徴
兵
検
査
受
験
者
数
等
調
ニ
関
ス
ル
件
」（「
統
計
報
告
（
昭
和
十
四
年
〜
二
十
三
年
）」
所
収
、
東
北
大
学
史
料

館
所
蔵：
学
生/1994/4/

件
名034

）。
既
受
検
者
数
は
小
計
の
み
だ
が
、
検
査
結
果
は
、
永
田
英
明
「
東
北
帝
国
大
学
に
お
け
る
�
学
徒

出
陣
�」（『
東
北
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
二
号
、
二
〇
〇
七
年
）
に
も
記
載
。

（
85
）
「
学
生
生
徒
ニ
関
ス
ル
調
書
作
製
ノ
件
」「
学
生
生
徒
ニ
関
ス
ル
調
書
ノ
件
報
告
」（「
昭
和
一
八
年
四
月
起

文
部
省
関
係
書
類

教
務

課
〔
昭
和
一
八
年
度
〕」
所
収
、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵：

早
稲
田
大
学
本
部
書
類
（
続
）
―
一
六
〔
官
庁
関
係
〕）。

入
営
者
数
と
応
召
者
数
は
小
計
の
み
だ
が
、
検
査
結
果
は
以
下
に
も
所
収
。
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
編
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第

四
巻
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
二
年
）
一
六
三
頁
。

（
86
）
『
九
州
大
学
五
十
年
史

通
史
』
に
は
法
文
学
部
の
徴
兵
検
査
結
果
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
受
検
者
七
二
四
人
（
丙
種
以
上
七
一
九
人
、

丁
種
以
下
五
人
）、
未
適
齢
者
一
二
六
人
、
既
受
検
者
一
三
四
人
、
半
島
出
身
者
九
人
（
志
願
者
一
三
人
を
除
く
）、
留
学
生
・
女
子
学
生

七
人
、
合
計
一、〇
〇
〇
人
と
あ
り
、
項
目
の
分
け
方
か
ら
第
一
様
式
と
判
断
で
き
る
。
九
州
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
会
編
『
九
州
大
学

五
十
年
史

通
史
』（
九
州
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
会
、
一
九
六
七
年
）
四
九
二
頁
。

（
87
）
「
本
人
ヨ
リ
甲
乙
丙
種
等
ノ
申
告
ヲ
徴
セ
ザ
ル
為
メ
不
明
」
と
注
記
の
上
で
、
指
定
様
式
を
一
部
変
更
し
て
一
二
月
二
四
日
付
で
文
部

省
に
回
答
し
て
い
る
。
調
書
項
目
は
、
在
学
者
数
、
入
営
者
数
、
休
学
者
数
、
残
留
在
籍
者
数
、
朝
鮮
出
身
者
、
台
湾
出
身
者
で
、
入
営

者
数
と
休
学
者
数
が
完
全
に
一
致
し
、
こ
の
数
字
と
残
留
在
籍
者
数
の
和
が
在
籍
者
数
と
な
っ
て
い
る
。
受
検
者
数
が
抽
出
不
能
な
た

め
、
本
稿
で
は
分
析
対
象
外
と
し
た
。
専
修
大
学
編
『
専
修
大
学
百
年
史

下
巻
』（
専
修
大
学
出
版
局
、
一
九
八
一
年
三
月
）
一
三
〇

〇
〜
一
三
〇
二
頁
。

「学徒出陣」の入隊者数
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（
88
）
文
部
次
官
「
臨
時
徴
兵
検
査
ヲ
受
ク
ベ
キ
生
徒
ノ
取
扱
ニ
関
ス
ル
件
」
一
九
四
三
年
一
〇
月
一
九
日
（「
学
生
生
徒
総
規
・
昭
和
十
八

年
〜
昭
和
二
十
年
」
所
収
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵：

昭
五
九
文
部02456100

―009

）。
な
お
、
各
大
学
に
お
け
る
徴
集
者
名
簿
の
現
存
状

況
は
、
北
口
由
望
「
専
修
大
学
と
学
徒
出
陣
の
時
代
―
―
�
学
徒
動
員
名
簿
�
の
分
析
を
も
と
に
」（『
専
修
大
学
史
紀
要
』
第
八
号
、
二

〇
一
六
年
三
月
）
を
参
照
。

（
89
）
「
年
齢
別
生
徒
数
調
（
昭
和
十
八
年
十
月
一
日
現
在
）」（
前
掲
注
（
85
）「
昭
和
一
八
年
四
月
起

文
部
省
関
係
書
類

教
務
課
〔
昭

和
一
八
年
度
〕」
所
収
）。

（
90
）
東
大
十
八
史
会
編
『
学
徒
出
陣
の
記
録
―
―
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
戦
争
体
験
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
八
年
）
二
一
六
〜
二
二
〇
頁
。

な
お
、
入
学
年
度
に
関
わ
る
四
月
一
日
出
生
者
、
徴
兵
適
齢
に
関
わ
る
一
二
月
一
日
出
生
者
は
い
な
い
と
仮
定
し
た
。

（
91
）
「
昭
和
十
八
年
臨
時
徴
兵
検
査
ヲ
受
ク
ベ
キ
学
生
生
徒
ノ
取
扱
ニ
関
ス
ル
件
」（「
文
部
往
復
（
三
）
昭
和
十
九
年
」
所
収
、
東
京
大
学

文
書
館
所
蔵：

S0001/M
o239

）。

（
92
）
一
橋
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
商
科
大
学
で
は
、「
東
京
商
科
大
学
入
隊
者
名
簿
」
が
作
成
さ
れ
、
一
橋
大
学
の
同
窓
会
で
あ
る
如
水

会
が
保
存
し
、
名
簿
に
基
づ
い
て
徴
兵
検
査
結
果
判
定
を
集
計
し
て
い
る
。
前
掲
注
（
19
）
蜷
川
『
学
徒
出
陣

戦
争
と
青
春
』
六
三
〜

六
四
頁
。

（
93
）
入
隊
者
数
に
関
す
る
手
書
き
の
表
に
は
下
書
き
と
浄
書
が
あ
り
、
法
科
第
一
・
二
学
年
の
み
、
下
書
き
の
初
期
値
と
浄
書
の
最
終
値
が

異
な
る
。
当
初
は
、
第
二
乙
種
以
上
の
者
を
「
入
営
者
」
と
し
て
記
入
し
、
そ
の
後
、
第
一
学
年
は
一
人
増
加
し
た
数
字
に
、
第
二
学
年

は
最
終
的
に
二
五
人
増
加
し
た
数
字
に
変
更
し
た
。
第
一
学
年
に
は
不
届
者
一
人
、
第
二
学
年
に
は
不
届
者
八
人
、
第
三
乙
種
と
丙
種
が

二
五
人
い
る
た
め
、
法
科
第
一
・
二
学
年
は
入
隊
者
数
を
把
握
し
て
お
ら
ず
、
第
一
学
年
は
第
二
乙
種
以
上
、
第
二
学
年
は
丙
種
以
上
の

者
を
入
隊
者
数
と
み
な
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
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